
郭

照

は

じ

め

に

一

郭

照ω
李

成

源

ω
紳
宗
議
院

lま

じ

と

早

園

春

曾

l
 

i
 

z--，r
 

寛

布

早

春

闘

ω
集

大

成

ω
卒

遠

ω
官

輩

め

l乙
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北
宋
の
一
押
宗
朝
(
一

O
六
八
1

一
O
八
五
)
に
活
躍
し
た
郭
照
は
、
山
水
重
論
「
林
泉
高
致
」
の
著
で
知
ら
れ
、

て
明
か
な
よ
う
に
、
唐
末
以
来
、
華
北
に
流
布
し
た
刑
浩
、
開
〈
エ
、
李
成
、
活
寛
の
山
水
様
式
を
集
大
成
し
た
嘗
代
随
一
の
山
水
童
家
で
あ
っ

①
 

に
。
こ
れ
ま
で
幾
多
の
先
皐
が
こ
の
郭
照
を
取
り
上
げ
、
本
稿
も
屋
上
屋
を
架
す
識
り
を
菟
れ
難
い
が
、
一
脚
宗
霊
院
の
童
家
と
し
て
の
郭
照
、

B
V
 

彼
の
現
存
唯
一
の
員
蹟
と
認
め
ら
れ
る
早
春
園
(
華
北
、
故
宮
博
物
院
)
に
焦
黙
を
あ
て
、
「
林
泉
高
致
」
の
所
説
を
参
考
し
な
が
ら
、
郭
照
の

山
水
董
を
考
察
し
て
み
た
い
。

郭、、，，，
噌

E
ふ(
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そ
の
「
林
泉
高
致
」
に
お
い

照

李

成

涯

郭
照
に
つ
い
て
乏
し
い
な
が
ら
最
も
確
貫
な
史
料
は
郭
若
虚
の
「
園
重
見
聞
誌
」
で
あ
る
。

乙
の
書
は
張
彦
遠
の
「
歴
代
名
董
記
」
の
記
事
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が
禽
昌
元
年

(
八
四

一
〉
で
移
る
の
を
承
け
、
照
寧
七
年
(
一

O
七
四
〉

ま
で
の
重
事
を
記
し
た
も
の
で
、

郭
照
の
博
(
各
四
〉

は
嘗
時
彼
の
活

躍
ぞ
限
の
あ
た
り
に
み
て
書
か
れ
て
い
る
。

郭
照
は
河
陽
温
の
人
な
り
。
今
御
書
院
謹
皐
と
焦
れ
り
。
工
み
に
山
水
寒
林
を
董
き
、
施
震
は
巧
賭
、
位
置
は
淵
深
な
り
。
皐
を
復
み
営

丘
を
慕
う
と
雌
も
、
亦
自
ら
能
く
胸
憶
を
放
ち
、

E
障
高
壁
、
多
多
盆
々
祉
な
り
。
今
の
世
に
濁
紹
と
魚
す
。

李
成
に
私
淑
し
て
山
水
寒
林
を
重
い
た
乙
と
、
嘗
時
濁
紹
と
稿
さ
れ
る
程
活
躍
し
た
乙
と
が
先
ず
注
目
さ
れ
る
。
但
し
御
書
院
霊
祭
と
あ
る

の
は
御
霊
院

(園
設
院
)喜四月干
の
誤
り
と
み
る
の
が
妥
嘗
で
あ
ろ
う
。

確
か
に
北
宋
の
翰
林
院
に
は
園
重
院
の
他
に
御
書
院
も
置
か
れ
、
重
家

で
御
書
院
に
屈
し
に
者
に
徐
易
の
例
が
あ
る
が
、
彼
の
最
も
専
門
は
仲
裁
隷
で
あ
り
、
山
水
霊

e
に
け
が
専
門
の
郭
照
が
御
書
院
に
属
し
た
の
は
解

せ
な
い
。
果
し
て
後
に
と
の
記
事
を
梢
や
敷
街
し
な
が
ら
襲
っ
た
「
宜
和
萱
譜
」
(
各
一
一
)
の
郭
照
の
俸
に
は
「
御
霊
院
窒
息
ご

と
載
っ
て
い

る
。

因
み
に
宣
和
年
聞
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る

「
宣
和
重
譜
」

に
は

乙
の
踏
襲
記
事
の
他
に
、
現
行
の
「
林
泉
高
致
」
に
該
首
す
る

- 62ー

「
山
水
重
論
」
と
子
の
郭
思
の
ζ

と
が
記
さ
れ
、
思
は
儒
家
と
し
て
身
を
立
て
、
嘗
時
中
奉
大
夫
の
位
に
あ
り
、
管
勾
成
都
府
蘭
混
秦
鳳
等
州

茶
事
、
品
兼
ね
て
提
皐
快
西
等
買
馬
監
牧
公
事
の
職
に
あ
っ
た
と
い
う
。

き
て
、
郭
照
が
李
成
を
皐
ん
ピ
ζ

と
は
、
郭
照
の
山
水
に
題
践
し
た
責
庭
堅

(一

O
四
五
l

二
O
五
)

①
 

れ
る
。

の
次
の
文
に
よ
っ
て
も
具
鐙
的
に
知

お
も
え
ら
く
郭
照
は
蘇
才
翁
家
の
震
に
六
幅
の
李
成
の
駿
雨
を
奉
し
に
る
に
因
っ
て
、
此
よ
り
筆
墨
大
い
に
準
め
り
と
。

才
翁
は
弟
の
蘇
舜
欽
と
共
に
詩
文
、
草
書
で
有
名
な
蘇
舜
元
(
一

O
O六
一

O
五
四
)
の
字
で
あ
る
。

ζ

こ
で
注
目
す
べ
き
は

李
成
の
六

幅
牒
雨
固
を
率
し
た
時
期
で
、

全
世
の
文
意
に
よ
り
早
期
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
蘇
舜
元
は
仁
宗
の
至
和
元
年
(
一

O
五
四
)
に
在
し
て
い
る
か

@
 

ら
、
少
く
と
も
そ
れ
以
前
の
乙
と
に
違
い
な
い
。
一
冊
宗
朝
以
後
の
郭
照
を
記
す
資
料
の
多
い
中
で
と
れ
は
貴
重
で
あ
る
。
乙
れ
に
よ
っ
て
郭
照

が
李
成
か
ら
出
鼓
し
た
乙
と
が
確
か
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、
仁
宗
朝
既
に
董
名
の
あ
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
。

李
成
(
九
一
九
|
九
六
七
)
は
、
郭
若
虚
に
よ
っ
て
開
人
エ
、
氾
寛
と
共
に
五
代
宋
初
の
代
表
的
山
水
重
家
に
数
え
ら
れ
、

而
も
そ
の
筆
頭
に
評



品
さ
れ
た
童
家
で
あ
旬
。
彼
尚
字
を
威
照
と
い
い
、
李
笹
丘
の
名
で
親
し
ま
れ
る
笹
丘
は
嘗
時
の
車
円
州
の
詑
稀
で
あ

る
。
唐
の
宗
室
の
出
で
、
園
子
祭
酒
、
蘇
州
刺
史
を
つ
と
め
た
祖
父
鼎
の
時
に
長
安
か
ら
臭
に
徒
り
、
更
に
唐
末
の
範
を
避
け
青
州
に
北
遷
し

た
。
唐
宗
室
の
上
に
代
々
の
儒
者
の
家
に
生
れ
た
高
遁
な
自
負
は
、
重
師
と
し
て
み
な
さ
れ
、
庶
人
同
然
に
王
公
貴
戚
の
門
に
走
っ
た
り
す
る

山
東
育
州
盆
都
の
人
、

乙
と
に
は
頑
な
ま
で
潔
癖
な
態
度
を
持
し
た
。
後
に
鰹
術
で
知
ら
れ
、
因
子
博
士
の
官
に
ま
で
の
ぼ
っ
た
子
の
究

(
九
四
八
l
九
九
三
〉
が
父
の

た
め
に
求
婚
し
て
童
家
と
し
て
最
高
の
光
旅
寺
丞
を
贈
ら
れ
、
ま
た
孫
の
宥
が
祖
父
の
董
蹟
を
市
中
に
回
牧
し
て
壷
渡
せ
ん
と
し
た
の
も
、
不

本
意
に
も
董
師
と
し
て
名
撃
の
高
か
っ
た
布
衣
李
成
に
射
す
る
一
種
の
名
血
管
回
復
を
意
味
し
て
い
た
。

欧
陽
修
の
「
開
図
録
」

(
省
二
)

l乙
は

宋
に
入
っ
て
「
官
は
尚
書
郎
に
至
る
」
と
あ
る
と
ζ

ろ
か
ら
、
李
成
が
入
仕
し
た
か
否
か
は
古
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
李
成
と
ほ
ぼ
同
時
の

@
 

宋
自
の
墓
誌
銘
に
基
づ
い
た
諸
資
料
に
は
そ
の
よ
う
な
事
買
は
見
首
ら
な
い
。

後
周
の
顕
徳
年
間
(
九
五
四
|
九
五
九
〉
、

友
人
で
あ
る
植
密
使

王
朴
(
|
九
五
八
)
の
趣
め
に
鷹
じ
山
東
を
離
れ
開
封
に
来
た
の
は
仕
官
を
求
め
る
た
め
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
望
み
は
ま
も
な
く
王
朴
の
死
に

- 63ー

よ
っ
て
杜
絶
し
た
。
志
を
得
ず
悶
々
と
し
た
李
成
は
、
詩
と
酒
に
心
を
ま
ぎ
ら
し
重
に
意
輿
を
託
し
な
が
ら
緒
紳
と
の
交
遊
に
日
を
迭
っ
た
。

，次
い
で
大
司
農
衛
融
の
請
に
ζ

た
え
て
一

家
あ

げ

准

陽

に

行

き

、

迭

に

宋

の

乾

徳

五

年

(

九

六

七

)

客

舎
に
酔
死
し
た
と
い
う
の
が
員
相
に
近
い
よ
う
で
あ
る
。
寧
ろ
儒
者
と
し
て
入
仕
を
果
せ
な
か
っ
た
才
思
不
遇
が
李
成
の
一
生
を
決
定
づ
け
、

乙
乙
で
も
日
々
酎
飲
を
と
と
と
し
て
、

作
童
且
は
そ
の
反
動
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

李
成
の
創
始
し
た
山
水
様
式
を
寒
林
卒
遠
も
し
く
は
煙
林
卒
遠
と
い
う
。
梢
や
園
式
的
に
い
え
ば
、
近
景
の
寒
林
大
樹
に
、
卒
遠
的
に
と
ら

え
た
遠
景
の
煙
震
に
標
々
紗
々
と
お
ぼ
ろ
げ
な
華
北
の
濃
原
丘
陵
を
劉
置
す
る
。
清
勤
な
筆
に
よ
る
寒
林
に
は
清
の
意
、
即
ち
土
大
夫
の
あ
る

べ
き
姿
、
覗
線
を
限
り
な
く
遠
慮
の
彼
方
へ
と
誘
う
卒
遠
に
は
遠
の
意
、
即
ち
士
大
夫
の
憧
慣
が
乙
め
ら
れ
、
儒
者
の
名
に
恥
じ
ぬ
重
で
あ
っ

①
 

「
士
流
の
清
放
な
る
者
」
と
は
、

董
温
が
い
み
じ
く
も
い
っ
た

李
成
へ
の
最
も
ふ
さ
わ
し
い
冠
稀
で
あ
っ
た
と
い
え
よ

に
と
解
せ
ら
れ
る
。

ぅ
。
し
か
る
に
彼
の
作
品
は
、
彼
自
身
が
寡
作
で
あ
っ
た
と
と
、
彼
の
子
孫
が
市
中
に
霊
蹟
を
浪
牧
し
た
こ
と
も
あ
り
、
既
に
北
宋
末
期
に
は

627 

ほ
と
ん
ど
眼
に
燭
れ
ら
れ
ず
、
賞
鑑
家
と
し
て
も
名
の
あ
っ
た
米
帝
は
、
偽
室
且
は
数
百
本
見
た
が
、
員
蹟
と
認
め
得
る
も
の
は
僅
か
二
本
に
過



628 

ぎ
な
か
っ
た
と
い
い

乙
乙
に
彼
の
有
名
な
無
李
論
が
生
れ
た
。

こ
の
李
成
の
霊
風
を
慕
い
、
所
謂
李
成
振
に
数
え
ら
れ
る
主
要
な
昔一旦家
に
は
、
郭
間
一の
他
に
翠
院
深
、
許
逼
寧
、
李
宗
成
、
王
説
、
李
公
年
等

@

@

@

 

が
い
る
。
う
ち
許
遁
寧
に
は
秋
山
粛
寺
園
巻

(藤
井
有
総
館
〉
、
秋
江
漁
艇
園
巻
(
ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
)
、
王
読
に
は
姻
江
昼
蟻
園
巻
(
上
海
博
物
館
)
、

①
 

漁
村
小
雲
国
船
(
北
京
、
故
宮
博
物
院
)
、
李
公
年
に
は
山
水
園
(
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
摩
美
術
館
)
等
が
俸
わ
り
、
今
日
文
献
と
共
に
作
品
に
即
し
て
彼

等
の
董
風
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
特
に
許
道
寧
は
、
沈
括
(
一

O
三一
1
l

一
O
九
五
)

が
「
園
霊
歌
」
の
中
で

「
克
明
己
に
往
き
、

遁
寧
逝
き
ぬ
。
郭
回
…
遂
に
新
来
の
名
を
得
に
り
」
と
一
詠
っ
た
よ
う
に
、
仁
宗
朝
、
重
院
の
高
克
明
に
針
し
在
野
で
活
躍
し
、
郭
回
一
が
そ
の
後
を

承
け
て
第
一
人
者
と
な
っ
た
一
世
代
前
の
董
家
で
あ
っ
た
。
秋
山
粛
寺
園
巻
は
乙
の
許
遁
寧
の
董
風
を
窺
う
に
足
る
作
品
で
あ
る
。
園
は
華
北

の
荒
涼
た
る
丘
陵
、
混
原
、
遠
山
を
卒
遠
的
に
と
ら
え
、
劉
道
醇
の
「
聖
朝
名
董
許
」
に
彼
が
長
じ
た
と
い
う
林
木
、
卒
遠
、
野
水
は
も
と
よ

り
、
飛
舞
せ
ん
と
す
る
蛙
龍
を
初
併
さ
せ
る
寒
林
表
現
や
、
野
水
を
斜
め
に
横
切
る
径
に
み
ら
れ
る
行
校
固
形
式
、
斜
め
構
園
等
、
唐
の
遺
風

き
て
、

乙
の
許
遁
寧
、
郭
回
一
等
に
代
表
さ
れ
る
李
成
の
波
系
は
北
宋
時
代
を
通
じ
最
も
築
え
、

「
林
泉
高
致
」
山
水
訓
に
は
、
快
西
を
中
心

-64ー

な
お
濃
い
長
安
を
中
心
に
活
躍
し
た
許
道
寧
の
守
奮
的
様
式
を
も
遺
憾
な
く
惇
え
て
い
る
。

に
流
布
し
た
沼
寛
様
式
に
封
し
、
李
成
様
式
は
山
東
を
中
心
に
流
布
し
た
と
い
い
、
恰
も
南
波
は
黄
河
流
域
を
東
西
に
二
分
し
た
か
の
如
く
で

あ
る
が
、
特
に
紳
宗
朝
の
董
院
に
李
成
様
式
が
採
用
さ
れ
て
か
ら
は
李
成
振
が
主
流
と
な
っ
た
。
紳
宗
董
院
で
は
、
郭
田
川の
他
に
皐
生
の
侯
封

も
お
り
、
彼
は
許
道
寧
を
師
と
し
郭
回
一に
次
ぐ
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
李
宗
成
は
霊
院
に
在
籍
し
て
い
た
か
否
か
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
照
寧

年
問
、
宮
廷
の
障
壁
霊
の
制
作
に
興
っ
て
い
た
。
し
か
し
他
の
誰
よ
り
も
郭
照
の
存
在
が
大
き
く
、
以
後
、

董
院
及
び
そ
の
周
迭
に
李
成
汲
が

支
配
的
と
な
っ
た
の
は
彼
の
力
に
よ
る
所
が
多
大
で
あ
っ
た
。

(2) 

神

""" 刀て

重

院

北
宋
の
霊
闘
は
、
唐
、
後
萄
、
南
唐
等
の
霊
院
制
を
引
き
繕
い
で
太
組
の
時
に
設
け
ら
れ
、
翰
林
園
室
長
、
ま
た
元
豊
五
年
〈
一

O
八
二
)
の



官
制
改
革
後
は
翰
林
圃
董
局
と
改
稿
し
、
天
文
院
(
局
〉
、
御
書
院
(室田襲局〉
、
醤
官
院
(
局
)
等
と
共
に
内
侍
省
所
管
の
翰
林
院
の
下
に
置
か
れ

@
 

た
。
園
書
一
院
に
は
待
詔
、
整
何
学
、
紙
候
、
皐
生
の
位
階
が
あ
り
、
太
組
、
太
宗
の
二
代
は
制
度
的
に
か
な
り
ル
ー
ズ
で
定
員
も
定
っ
て
い
な
か

⑮
 

っ
た
が
、

民
宗
の
威
卒
元
年
(
九
九
八
)
に
至
り
待
詔
三
人
、
襲
撃
六
人
、
抵
侯
四
人
、
準
生
四
十
人
の
定
員
制
が
確
立
し
た
。
ま
た
園
萱
院

の
職
掌
は
か
な
り
贋
汎
で
、
襲
撃
、
担
塑
の
如
、
き
も
の
ま
で
含
ま
れ
て
い
に
。

霊
院
の
構
成
員
は
、
は
じ
め
後
萄
や
南
唐
の
宮
廷
か
ら
復
職
し
た
董
家
が
多
く
、
黄
居
葉
、
夏
侯
延
一
師
、
越
長
元
(
以
上
後
四
旬
)
、
董
羽
、
属

昭
慶
(
以
上
南
唐
)
等
が
そ
の
例
で
あ
っ
た
‘
が
、
と
り
わ
け
花
鳥
董
で
は
、
萄
の
黄
筆
、
責
居
築
父
子
の
所
謂
黄
氏
鎧
が
董
院
を
完
全
に
支
配
し

化
。
ま
た
嘗
時
の
董
院
の
主
要
な
任
務
は
、
相
園
寺
や
玉
清
昭
雁
宮
の
寺
院
遁
観
、
或
は
宮
肢
の
社
巌
装
飾
で
あ
っ
た
か
ら
、
董
院
書
一
家
の
大

A
T
は
遁
樟
人
物
董
家
や
花
鳥
霊
家
が
占
め
、
彼
等
が
重
き
を
な
し
に
。
従
っ
て
山
水
董
は
未
だ
齢
り
重
視
さ
れ
ず
、
員
宗
朝
ま
で
の
主
な
山
水

重
一
家
に
は
燕
文
貴

一
人
が
教
え
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
そ
の
燕
文
貴
も
人
物
、
屋
木
童
家
を
〔
兼
ね
、
併
重
の
背
景
樹
石
を
捨
嘗
さ
せ
る
べ

⑪
 

く
待
詔
高
盆
に
見
出
さ
れ
た
の
が
採
用
の
い
き
さ
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
仁
宗
朝
に
な
る
と
待
詔
高
克
明
、
抵
候
屈
鼎
、
梁
忠
信
と
人
数
を
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増
し
、
屈
鼎
は
燕
文
貴
涯
で
あ
っ
た
が
、
梁
忠
信
は
高
克
明
涯
で
、
高
克
明
の
勢
力
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
高
克
明
の
山
水
は
、
後
に
所
謂
王

⑫
 

維
霊
風
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
巧
密
に
つ
と
め
た
小
景
重
と
い
う
べ
く
、
燕
文
貴
よ
り
一
段
と
洗
練
さ
れ
は
し
た
け
れ
ど
も
、
依
然
と
し
て

⑧
 

唐
五
代
以
来
の
保
守
的
傾
向
の
勝
つ
に
も
の
で
あ
っ
た
。
景
祐
二
年
(
一

O
三
五
)
の
款
記
を
も
っ
渓
山
雲
意
圏
各
に
高
克
明
の
霊
風
を
み
る

乙
と
が
で
き
よ
う
。

紳
宗
董
院
は
と
う
し
た
朕
況
を
う
け
、
照
寧
七
年
〈
一

O
七
四
)
嘗
時
の
構
成
員
に
は
、
待
詔
鍾
文
秀
(
道
標
人
物
)
、
侯
文
慶
(
草
遜
競
菜
)
、
董

鮮
(
花
木
)
、
華
民
平
郭
照
(
山
水
)
、
雀
白
(
花
竹
勿
毛
、
道
穆
人
物
)
、
抵
候
葺
守
昌
(
花
竹
朝
刊
毛
)
、
皐
生
侯
封
〈
山
水
)
等
が
い
た
。

山
水
董
に
郭
照

と
侯
封
の
二
人
の
李
成
汲
童
家
が
い
た
乙
と
は
注
目
さ
れ
、
特
に
登
用
さ
れ
た
郭
回
一
は
今
の
世
に
濁
絶
と
ま
で
評
さ
れ
た
。
乙
れ
は
、

五
代
、
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つ
い
に
成
就
さ
れ
た
李
成
、
活
寛
の

北
宋
新
様
式
が
漸
く
神
宗
朝
に
至
っ
て
董
院
で
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
七
士
大
夫
の
勃
興
等
を
背
景
に
、
道
揮
人
物
や
花
鳥
霊
以
上
に
山
水

北
宋
初
期
に
か
け
自
賛
し
い
護
展
を
途
げ
、

な
お
唐
様
式
を
と
ど
め
る
刑
浩
、
関
全
と
も
一
線
を
劃
し
、
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重
が
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
郭
照
の
登
用
に
は
革
新
的
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
郭
照
を
め
ぐ
る
か
よ
う
な
動
き
は

神
宗
董
院
全
住
の
改
革
の
動
き
の
一

環
と
し
て
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
宋
曾
要
輯
稿
」

(職
官
一二
六
)
に
は
、
紳
宗
即
位
後
ま
も
な
い
照
寧
二
年

(
一
O
六
九
)
の
事
と
し
て
、

翰
林
固
董
院
砥
候
の
社
用
徳
等
が
提
出
し
認
め
ら
れ
に

制
度
上
の
改
革
案
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
院
人
の
昇
進
は
待
詔
、

喜
屋

d

、
幅
候
、

間四千
生
の
序
列
に
従
い
、
例
え
ば
砥
候
に
依

し
か
し
そ
の
補
充
に
嘗
つ
て
は
車
に
候
補
者
の
序
列
に
よ
ら
ず
、
襲
業
の
高
低
を
陳
試
し
、
作
品

員
が
生
ず
れ
ば
間
学
生
か
ら
補
充
す
る
乙
と
、

の
出
来
、
錯
誤
の
多
少
、
格
式
に
合
う
か
否
か
を
考
慮
す
る
こ
と
等
で
あ
っ
た
。
萱
家
の
側
か
ら
の
提
案
と
は
い
え
、
要
す
る
に
従
来
制
度
上

ル
ー
ズ
で
、
閉
鎖
的
傾
向
に
走
り
が
ち
で
あ
つ
に
童
院
に
メ
ス
を
入
れ
た
も
の
で
あ
つ
に
。

固
重
見
聞
誌

(谷
四
)
に
は

回
一
寧
初
年
、
紳
宗

の
命
令
で
小
殿
に
三
扇
か
ら
成
る
扉
風
を
制
作
し
、
中
央
を
郭
回
一
、
南
側
を
李
宗
成
、
符
遁
隠
が
措
嘗
し
た
と
と
を
記
録
し
、
同
じ
く
回
一
等
初

年、

矢
張
り
紳
宗
の
命
令
で
垂
扶
殿
の
御
震
に
鶴
竹
を
重
き
、
屋
白
、

支
宜
、
丁
配
、
高
守
昌
が
各
々
一

扇
を
措
首
し
に
乙
と
を
記
録
し
て
い

⑬
 

る
。
乙
の
よ
う
な
場
合
、
本
来
な
ら
ば
指
導
室
且
家
が
選
ば
れ
そ
の
下
に
数
人
の
童
家
が
合
作
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
乙
れ
で
は
合
作
と
い

う
よ
り
競
作
と
い
う
が
ふ
さ
わ
し
く
、

事
質
垂
挟
殿
の
御
慶
で
一
番
傑
出
し
た
崖
白
は
後
に
蕗
戸
製
に
補
せ
ら
れ
、
小
殿
扉
風
で
中
扇
ぞ
受
け
持
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っ
た
郭
回
一が
諮
問
皐
と
な
っ
た
の
も
ζ

の
後
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
更
に
照
寧
年
間
行
わ
れ
た
相
園
寺
の
修
復
で
は
、
李
元
済
、
援
白
等
嘗

⑬
 

時
の
多
く
の
名
手
が
集
め
ら
れ
た
が
、
一
柳
宗
は
官
に
命
じ
て
衆
手
の
腕
を
比
較
さ
せ
、
李
元
済
が
第
一
に
推
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
例
は
い
ず

れ
も
上
述
し
た
照
寧
二
年
の
改
革
の
主
旨
と
開
係
が
あ
り
、
紳
宗
親
ら
が
の
り
出
し
て
董
家
達
に
競
作
さ
せ
、

桜
百
来
の
因
習
に
と
ら
わ
れ
ず
作

口
問
の
良
否
に
従
い
、
或
は
自
分
の
趣
味
、
方
針
に
照
し
優
秀
な
者
を
登
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

最
も
紳
宗
の
寵
遇
を
被
つ
に
の
が
郭

照
と
握
白
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
郭
照
の
場
合
同
様
、
時
流
に
か
な
っ
た
握
自
の
登
用
も
董
院
に
お
け
る
花
鳥
重
風
の
大
壁
革
を
も
た
ら
し
た
。

神
宗
の
雀
自
に
劃
す
る
寵
遇
は
、
雀
自
に
固
重
院
基
準
を
授
け
た
と
乙
ろ
、
雀
白
は
生
来
疎
澗
な
た
め
事
を
慮
理
で
き
ぬ
の
を
お
そ
れ
で
固

⑬
 

馳
附
し
た
が
、
神
宗
は
特
に
差
遣
を
菟
じ
、
天
子
の
直
命
以
外
に
は
制
作
し
な
く
と
も
よ
い
御
前
紙
躍
を
許
し
た
異
例
の
慮
置
に
窺
え
る
。
ζ

の

慮
遇
は
或
は
神
宗
の
好
み
よ
り
出
で
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
{
木
初
以
来
依
然
と
し
て
黄
筆
、
責
居
築
父
子
の
賀
氏
睦
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
そ
れ



が
程
式
と
ま
で
化
し
た
重
院
の
花
鳥
重
に
針
し
て
は
痛
烈
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
意
味
を
有
し
た
。
賀
氏
置
は
乙
乙
に
終
止
符
を
打
た
れ
、
以
後

屋
白
、
雀
恕
兄
弟
の
新
重
風
が
紳
宗
の
強
力
な
庇
護
の
下
に
董
院
を
嬰
革
し
、
更
に
呉
元
総
を
鰹
て
徽
宗
萱
院
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
崖

自
の
作
品
に
墜
喜
四
町
(
肇
北
、
故
宮
博
物
院
〉
が
あ
る
。
嘉
祐
六
年
(
一

O
六
一
)
の
款
記
を
有
し
、
神
宗
重
院
に
奉
職
す
る
以
前
の
作
で
あ
る

①
 

が、

ζ

れ
を
糞
居
哀
の
作
品
と
し
て
信
湿
性
の
高
い
山
鴎
練
雀
圃
(
蜜
北
、
故
宮
博
物
院
)
と
比
較
す
る
と
、
屋
白
の
新
重
風
の
意
味
が
よ
く
わ

か
り
、
郭
照
の
新
董
風
と
も
一
一
肱
通
じ
て
い
る
。
少
く
と
も
装
飾
性
よ
り
も
、
生
意
や
動
態
の
員
賞
性
の
重
視
は
共
通
し
て
い
よ
う
。

し
か
る
に
崖
自
に
も
増
し
紳
宗
が
寵
遇
し
た
の
は
郭
照
で
あ
る
。
郭
回
一が
紳
宗
朝
以
前
か
ら
室
且
院
に
奉
職
し
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
一
珊
宗

朝
に
入
る
と
俄
か
に
脚
光
を
浴
び
始
め
、
遂
に
照
寧
七
年
頃
に
は
塞
皐
の
地
位
に
あ
っ
て
濁
紐
と
評
さ
れ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
し
か
し
彼

が
最
も
時
め
い
た
の
は
次
の
元
豊
年
間
で
、
手
懸
け
た
大
重
面
の
記
録
数
も
著
し
く
増
加
し
、
且
っ
こ
の
元
豊
末
年
を
以
っ
て
、
既
に
高
齢
に

も
達
し
て
い
た
彼
の
活
躍
は
移
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
よ
う
に
郭
照
の
活
躍
は
神
宗
の
存
在
と
切
り
離
し
得
ず
、
宮
廷
董
家
と
し
て
紳
宗
の
庇

こ
の
寵
遇
に
闘
し
、
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護
が
あ
れ
ば
乙
そ
時
め
く
乙
と
も
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。

「園
重
見
聞
誌
」
を
縫
ぎ
照
寧
七
年
(
一

O
七
四
〉
か
ら
南
宋
の
乾
道
三
年
(
一
一
六
七
)
ま
で
の
重
事
を
記
し
た
郵
椿

(谷一

O
)
は
、
興
味
深
い
逸
話
を
載
せ
て
い
る
。
即
ち
徽
宗
の
政
和
年
間
、
郵
椿
の
祖
父
淘
武
(
一

O
五
五

l
一
一
一
九
〉
が
知
橿

密
院
事
の
職
に
あ
っ
た
頃
、
龍
津
橋
の
傍
ら
に
邸
宅
を
賜
わ
り
、
父
の
名
世
が
提
拳
官
と
な
っ
て
工
事
を
監
督
し
て
い
る
と
、
表
具
師
が
布
巾

の
「
董
繕
」

が
わ
り
に
郭
照
の
筆
に
な
る
山
水
固
で
案
を
拭
い
て
い
る
の
を
目
撃
し
た
。
そ
乙
で
そ
の
出
所
を
中
使
に
問
い
た
だ
す
と
、

「
此
れ
内
蔵
庫
の

退
材
所
よ
り
出
づ
る
な
り
。
昔
一
肺
宗
は
照
の
筆
を
好
み

一
殿
専
ら
照
の
作
を
背
す
る
を
、
上
の
即
位
の
後
、
易
え
る
に
古
聞
を
以
っ
て
し
、

庫
中
に
退
入
す
る
者
は
此
に
止
ま
ら
ず
」

:
、
、
、

〈

L

L

翌
日
退
材
所
の
郭
照
の
董
を
残
ら
ず
賜
わ
り
、

屋
壁
の
壷
く
を
乙
れ
で
装
背
し
た
と
あ

る
。
乙
れ
に
よ
っ
て
紳
宗
が
郭
照
の
重
を
愛
好
し
、
あ
ま
つ
さ
え
一
肢
の
障
壁
壷
く
を
郭
照
の
作
品
で
飾
っ
た
寵
遇
ぶ
り
が
知
れ
る
。
更
に
葉

夢
得
(
一

O
七
七
|
二
四
八
)
の
石
林
燕
語
(
轡
四
)
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
元
豊
の
官
制
改
革
と
関
連
し
次
の
如
く
述
べ
旬
。

元
豊
、
既
に
官
制
を
新
た
に
し
、
向
書
省
を
外
に
建
て
、
而
し
て
中
書
・
門
下
省
、
枢
密
・
皐
士
院
を
禁
中
に
設
け
り
。
規
模
は
雄
麗
を
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632 

極
め
、
其
照
壁
扉
下
に
悉
く
重
布
を
用
い
、
糊
紙
せ
ま
る
な
り
。
向
書
省
及
び
六
曹
は
皆
周
官
を
書
き
、
南
省
及
び
後
省
、
橿
密

・同
学
士

院
は
皆
郭回…

一
手
の
書一
な
り
。
中
聞
に
甚
だ
傑
然
と
し
て
観
る
べ
き
者
あ
り
て
、
皐
士
院
に
董
け
る
春
江
暁
景
は
尤
も
工
み
と
魚
せ
り
。

周
知
の
如
く
、
神
宗
は
即
位
後
ま
も
な
く
王
安
石

C
O
--一
一

O
八
六
〉
を
登
用
し
、
新
法
の
大
規
模
な
政
治
改
革
を
行
っ
た
。
元
盟
の

官
制
改
革
は
ζ

の
新
法
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
元
豊
三
年

(
一
O
八
O
)
か
ら
五
年
に
か
け
行
わ
れ
に
。
ζ

れ
は
宋
初
以
来
、
唐
制
の
官
が
官

名
だ
け
で
貫
際
の
職
務
が
な
く
、
秩
稔
や
位
序
を
表
わ
す
だ
け
で
あ
っ
た
た
め
、
唐
制
を
復
活
し
官
名
と
職
務
と
が
一
致
す
る
官
制
に
改
め
よ

乙
れ
に
よ
り
中
書
、
門
下
、
向
書
の
三
省
が
復
活
し
、
山
門
書
省
が
建
て
ら
れ
た
の
は
元
豊
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
上

う
と
し
た
の
で
あ
る
。

引
の
「
石
林
燕
一
語
」
に
よ
れ
ば
、

乙
の
向
書
省
及
び
六
部
の
障
壁
に
は
「
周
瞳
」
が
書
か
れ
、
禁
中
に
位
置
し
た
中
書
、
門
下
の
雨
省
、
後
省

枢
密
院
、

同学
士
院
の
障
壁
の
悉
く
が
郭
回
一
一
人
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
e

尚
書
省
等
に
「
周
礎
」
が
選
ば
れ
に
の
は
、

王
安
石
の

新
法
を
賓
施
す
る
に
嘗
り
、

「
周
躍
」
が
そ
の
指
導
原
理
と
し
て
依
援
す
べ
き
経
典
と
な
っ
た
乙
と
と
関
係
が
あ
ろ
う
。
皐
土
院
そ
の
他
の
郭

「玉
堂
、
輩
、
春
日
を
掩
い
て
聞
な
り
、
中
に
郭
田
川

⑪
 

の
董
け
る
春
山
有
り
。
鳴
鳩
、
乳
燕
初
め
て
睡
起
し
、
白
波
室
内
峰
、
人
聞
に
非
ず
」
と
詠
っ
た
。
乙
の
同
学
士
院
の
春
山
と
は
、

に
最
も
傑
出
し
て
い
た
と
い
う
春
江
暁
景
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
に
蘇
轍
が
「
書
郭
回
一横
巻
」
と
題
す
る
詩
で
、

⑮
 

上
、
郭
回
一、
姓
名
を
題
す
」
と
詠
ん
だ
十
二
扉
も
ζ

れ
ら
廟
堂
の
扉
風
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「石
林
燕
語
」

-68ー

回
一
の
霊
は
首
時
も
て
は
や
さ
れ
、

蘇
棋
は
「
郭
照
霊
秩
山
卒
遠
」
と
題
す
る
詩
の
中
で
、

「
鳳
閣
驚
蓋
の
十
二
昇
、
扉

乙
の
よ
う
に
神
宗
は
郭
照
を
最
も
起
用
し
、
新
法
の
施
行
に
際
し
で
も
制
作
の
場
を
次
々
と
輿
え
た
。
品
目
田
然
の
乙
と
と
し
て
そ
れ
ら
は
大
重

面
で
あ
る
。
既
に
回
一寧
年
間
撲
連
の
「
園
重
見
聞
誌
」
に
「

E
障
高
壁
、
多
多
盆
々
批
な
り
」
と
あ
っ
た
が
、
元
豊
に
入
っ
て
そ
の
数
は
増
す

ば
か
り
で
あ
つ
に
。
官
以
外
に
も
、
元
豊
末
年
、
額
聖
寺
の
悟
道
な
る
者
の
た
め
に
十
二
幅
の
大
扉
を
作
り
、
そ
の
高
さ
は
貫
に
二
丈
払駄
に
及

⑮
 

ん
ピ
と
い
う
。
ま
た
元
豊
五
年
に
は
、
子
の
思
が
準
士
に
登
第
し
た
の
を
喜
び
、
出
身
地
で
あ
る
河
陽
温
鯨
の
庫
(
皐
校
〉
の
宣
聖
殴
内
に
山

@
 

水
察
石
の
壁
霊
四
堵
を
董
い
た
。
う
ち
三
園
の
内
容
は
林
泉
高
致
の
重
格
拾
遣
に
記
録
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

障
壁
童
家
と
し
て
の
郭
照
は
か
く
精
力
的
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
創
意
的
で
あ
っ
た
。
唐
開
元
年
間
の
有
名
な
彫
塑
家
楊
恵
之
の
塑
山
水



壁
を
見
て
ヒ
ン
ト
を
得
、
鰻
を
使
わ
ず
手
で
泥
を
壁
面
に
塗
り
つ
け
、
乾
い
て
か
ら
そ
の
凹
凸
に
従
い
く
ま
ど
り
を
施
し
、
峯
轡
林
壷
に
仕
立

@
 

て
に
。
乙
れ
は
影
壁
と
呼
ば
れ
大
い
に
流
行
し
た
と
い
う
。
重
工
と
し
て
官
に
あ
り
、
何
よ
り
も
大
重
面
の
制
作
が
主
で
あ
っ
た
障
壁
董
家
郭

照
の
賞
像
は
、
今
日
網
本
の
小
さ
な
軸
形
式
に
よ
っ
て
し
か
原
像
を
窺
い
得
な
い
我
々
に
と
っ
て
大
き
な
訂
正
を
強
い
る
で
あ
ろ
う
。

と
同
時
に
紳
宗
と
の
関
係
も
更
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
彼
は
確
か
に
紳
宗
の
寵
愛
を
得
た
が
、
神
宗
は
新
法
の
遂
行
者
で
あ
り
、
嘗

然
彼
の
重
は
新
法
の
方
針
に
背
く
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
ま
し
て
新
法
の
急
激
な
改
革
に
劃
し
奮
法
議
の
反
劃
の
麓
が
激
し
け
れ
ば
尚
更

で
あ
る
。
廟
堂
に
掲
げ
ら
れ
た
霊
は
、
山
水
重
と
難
も
、
附
け
入
ら
れ
る
隙
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
新
法
の
精
神
を
何
か
し
ら
瞳
現
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
乙
の
船
舶
で
は
、
新
法
の
指
導
原
理
と
し
て
尚
書
省
等
に
書
か
れ
た
「
周
瞳
」
と
通
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。

@
 

と
乙
ろ
で
、
そ
の
後
の
郭
照
は
、
責
庭
堅
の
「
次
韻
子
稽
題
郭
照
霊
秩
山
」
と
題
す
る
詩
に
、
「
照
は
今
頭
白
く
、
眼
力
有
り
、
向
お
能
く
筆

を
弄
し
て
、
窓
光
に
映
ず
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
乙
の
詩
の
作
ら
れ
た
元
祐
二
年
(
一

O
八
七
)
に
は
な
お
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
責
庭
竪

@
 

は
ま
に
「
題
郭
照
山
水
扇
」
の
七
組
の
中
で
「
郭
照
老
い
る
と
雄
も
、
眼
猶
お
明
ら
か
の
ご
と
し
一
と
詠
ん
だ
が
、
元
好
問
(
二
九
O
l
-
-
一

は
「
駿
紫
徴
劉
隼
師
山
水
」
に
お
い
て
乙
の
句
を
引
用
し
、

五
七
〉
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照
の
筆
は
老
い
て
衰
え
ず
。
山
谷
の
詩
に
「
郭
照
雄
老
眼
猶
明
」
の
句
有
り
て
、
照
の
年
八
十
除
の
時
に
霊
け
る
浄
土
記
す
な
り
。

@
 

と
い
う
。
お
も
う
に
糞
庭
竪
の
詩
に
八
十
絵
歳
の
作
を
記
す
註
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

乙
れ
に
よ
っ
て
覗
力
の
衰
え
始
め
た
元
祐
二
年
頃
、
郭

照
が
八
十
除
歳
で
あ
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
元
符
三
年
(
二

O
O)
の
「
肢
郭
照
董
山
水
」
で
は
、
責
庭
堅
は
「
此
の
圃
を
観
れ
ば
、

乃
わ
ち
老
年
作
る
所
、
貴
ぶ
べ
き
な
り
」
と
梢
や
懐
奮
の
情
を
表
し
て
い
る
。
恐
ら
く
既
に
乙
の
時
郭
照
は
他
界
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
卒

@
 

年
は
元
一
筋
二
年
か
ら
元
符
三
年
の
間
と
な
る
。
ま
た
元
好
聞
の
「
郭
照
漢
山
秋
晩
」
に
は
「
九
十
仙
翁
、
白
か
ら
遊
戯
す
」
の
句
が
あ
る
が
、

九
十
の
年
齢
に
も
何
か
譲
る
所
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
哲
宗
朝
と
か
わ
っ
七
元
祐
年
間
、
郭
回
一は
な
お
萱
院
に
奉
職
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
責
庭
竪
の
「
向
お
能
く
筆
を
弄
し
て
、
窓
光

633 

に
映
ず
」
の
句
に
は
隠
退
の
気
配
が
感
じ
取
ら
れ
る
が
、

周
知
の
如
く
、
元
豊
八
年
(
一

O
八
五
〉
紳
宗
崩
御
の
後
、

哲
宗
が
位
に
つ
く
と
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宣
仁
太
皇
太
后
が
掻
政
し
、

こ
れ
ま
で
新
法
に
反
封
で
あ
っ
た
司
馬
光
等
蓄
法
黛
の
面
々
が
任
用
さ
れ
、
逆
に
新
法
は
次
々
と
慶
止
さ
れ
て
、

乙
乙
に
新
奮
雨
堂内
は
事
あ
る
ど
と
に
衝
突
し
た
。
郭
岡
山が
乙
の
黛
争
に
ま
き
込
ま
れ
に
と
は
い
わ
な
い
ま
で
も
、
紳
宗
に
最
も
寵
遇
を
受
け
た

身
で
あ
る
。
且
つ
ま
た
八
十
歳
の
老
齢
で
あ
っ
た
ζ

と
を
考
慮
す
れ
ば
、
重
院
に
留
っ
た
可
能
性
は
薄
か
ろ
う
。
事
賞
、

元
結
年
聞
に
入
る
と

章
作
の
記
録
は
止
っ
て
し
ま
う
。

ま
に
郭
回
一が
待
詔
に
昇
進
し
た
か
ど
う
か
も
問
題
で
あ
る
。

七
。
と
ζ

ろ
が
郭
照
の
死
後
、
宣
和
年
聞
に
編
纂
さ
れ
た
「
宣
和
重
諮
問
」
に
お
い
て
も
事
皐
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
事
象
で
終

王
明
清
の
「
揮
塵
前
録
」
(
轡
四
)
に
は
一
脚
宗
の
時
翰
林
待
詔
と
な
っ
た
と
あ
り
、

回
一寧
七
年
嘗
時
整
率
で
あ
っ
た
ζ

と
は
既
に

「
園
董
見
関
誌
」

に
よ
っ
て
み

っ
た
か
の
如
く
で
あ
る
が
、

更
に

「
林
泉
高
致
」
の
篇
首

に
は
「
翰
林
待
詔
直
長
贈
正
議
大
夫
郭
回一
淳
夫
撰
」
と
あ
る
。
お
も
う
に
混
誌
の
も
と
の
宣
和
重
譜
の
該
嘗
記
事
は
、

「
園
霊
見
聞
誌
」
を
そ

の
ま
ま
襲
い
梢
や
敷
街
し
に
も
の
で
あ
り
、
郭
回
一の
塾
皐
在
任
期
間
、
ま
た
神
宗
の
寵
遇
か
ら
み
て
も
そ
の
後
待
詔
に
昇
進
し
た
と
み
る
の
が

妥
嘗
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
「
林
泉
高
致
」
篇
首
の
肩
書
き
の
正
議
大
夫
は
元
壁
新
制
の
官
口
問
で
は
従
三
品
に
相
嘗
し
、
と
れ
ま
で
重
院
待
詔
が

こ
れ
を
信
用
す
れ
ば
、
破
格
の
贈
官
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
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最
高
光
蔽
寺
丞
(
従
八
品
)
に
止
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、

早

春

園

)
 

e
a
A
 

(
 
集

大

成

現
在
、
郭
照
の
数
多
い
博
稽
作
品
の
う
ち
、
彼
の
作
品
と
し
て
認
め
得
る
も
の
は
早
春
圃
一
黙
に
過
ぎ
な
い
。
郭
照
の
作
風
を
知
る
上
で
他

@

@

①
 

に
考
え
る
べ
き
作
品
に
は
、
幽
谷
園
(
上
海
縛
物
館
〉
、
渓
山
雲
努
圃
巻
(
フ
リ
l
ア
美
術
館
)
、
察
石
卒
遠
国
(
北
京
、
故
宮
博
物
院
〉
、
山
村
民
等

が
あ
り
、
特
に
幽
谷
園
は
、
郭
回
一
が
屡
々
制
作
し
た
連
幅
扉
の
一
部
と
し
て
、
な
お
検
討
の
絵
地
が
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
俸
稿
作

品
も
厳
密
に
検
討
の
上
、
早
春
園
を
含
め
た
作
風
を
抽
出
す
べ
き
で
あ
る
が
、
小
論
の
性
格
上
、
唯
一
の
郭
照
の
作
品
で
あ
る
早
春
圃
に
限
定

し
、
包
括
的
で
は
な
い
が
よ
り
正
確
な
郭
照
の
山
水
様
式
を
考
察
し
て
み
た
い
。
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早
春
風
は
絹
本
墨
輩
、
法
量
は
縦
一
五
八
・

三
糎
、
横
一

O
八
・
一
糎
の
軸
で
あ
る
。
款
記
は
左
側
中
段
に
、

「
早
春
、

壬
子
年
郭
照
霊
」

と
書
か
れ
、
上
に

「
郭
回
一
筆
」
の
一
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
壬
子
は
照
寧
五
年

(一

O
七
二
)
に
首
る
。

早
春
園
を
考
察
す
る
に
際
し、

郭
随
一
の
山
水
輩
論

「林
泉
高
致
」
以
上
に
恰
好
な
手
引
は
な
い
。

「
林
泉
高
致」

に
開
示
さ
れ
た
理
論
は
早

春
闘
の
賞
作
に
悉
く
餓
現
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
く
、
同
一

童
家
の
理
論
と
貫
作
と
し
て
、
雨
者
を
補
完
し
合
っ
て
始
め
て
、
郭

回
一の
山
水
様
式
に
劃
す
る
正
確
な
理
解
が
生
れ
る
も
の
と
信
ず
る
。
そ
の
「
林
泉
高
致
」
は
、
郭
思
の
序
に
い
う
よ
う
に
、

父
郭
回
一
に
侍
し
、

山
水
童
に
つ
い
て
彼
が
親
し
く
聞
い
に
も
の
を
筆
記
し
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
四
庫
提
要
」
に
援
れ
ば
、
山
水
訓
、
重
意
、
董
訣
、
主
題
、

輩
格
拾
遣
、
重
記
の
六
篇
か
ら
成
り
、
前
四
篇
は
郭
照
の
作
、
後
二
篇
の
郭
照
の
若
干
霊
蹟
を
記
録
し
た
霊
格
拾
遣
、
紳
宗
寵
遇
の
乙
と
を
述

ま
に
政
和
七
年
(
一
二
七
)

べ
に
萱
記
は
郭
思
の
作
と
い
う
。

し
か
し
百
川
皐
海
本
、

王
氏
重
苑
本
そ
の
他
の
現
行
本
に
は
輩
記
は
な
く
、

の
許
光
凝
の
序
も
侠
し
て
い
る
。
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き
て
、
早
春
固
は
、
春
浅
く
巌
多
の
睡
り
か
ら
究
め
た
ば
か
り
の
山
諮
の
、
朝
の
光
の
中
に
畑
舗
が
淡
く
た
ち
乙
め
た
景
を
董
く
。
乙
の
園

の
特
徴
は
、
全
般
の
構
成
を
配
慮
し
、
既
成
の
さ
ま
ざ
ま
な
構
固
法
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
れ
ら
が
破
綻
を
生
ず
る
ζ

と
な
く
見
事
に
ま
と
め
上

げ
ら
れ
て
い
る
貼
で
あ
る
。
先
ず
三
遠
法
を
一
園
の
内
に
意
識
的
に
併
せ
採
用
し
て
い
る
の
が
自
に
つ
く
。
即
ち
正
面
に
笠
抜
す
る
主
山
を
仰

ぎ
見
る
高
速
、
左
脇
に
卒
原
の
彼
方
に
淡
い
遠
山
を
墓
む
卒
遠
、
右
脇
に
は
数
段
の
飛
泉
の
掛
る
暗
い
渓
谷
を
窺
う
深
遠
の
構
固
法
が
と
ら
れ

し
て
深
遠
の
閉
じ
た
暗
い
構
固
を
封
照
さ
せ
る
等
、

意
欲
を
看
取
す
る
乙
と
が
で
き
る
。

て
い
る
。
天
と
地
を
結
ぶ
高
遠
の
軸
を
中
に
、
左
右
異
劃
稿
に
卒
遠
と
深
遠
を
左
右
に
振
り
分
け
、
し
か
も
卒
遠
の
開
い
た
明
る
い
構
固
に
封

乙
の
園
が
貫
旦
尽
に
即
す
と
い
う
よ
り
、
形
式
的
に
完
壁
な
山
水
を
構
成
せ
ん
と
す
る
強
い

三
遠
法
は
、
ま
と
ま
っ
た
構
固
理
論
と
し
て
は
、
「
林
泉
高
致
」
に
初
め
て
登
場
す
る
け
れ
ど
も
、
郭
照
の
瑳
明
に
係
る
と
い
う
も
の
で
は
な

@
 

ぃ
。
個
々
に
は
唐
代
に
古
く
か
ら
前
例
が
あ
り
、
あ
ま
つ
さ
え
唐
末
の
刑
浩
様
式
の
確
認
さ
れ
る
雲
景
山
水
固

(
ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
)
で
は
、
奇

し
く
も
早
春
固
と
同
様
に
、
一
固
の
内
に
未
熟
な
が
ら
三
違
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
雲
景
山
水
圃
は
、
他
の
構
固
法
や
樹
法
の
貼
で
も
類
似



が
多
く
、
早
春
固
の
成
立
を
考
え
る
上
で
極
め
て
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。
ま
た
宋
代
に
入
れ
ば
、
宋
初
に
濁
自
の
山
水
様
式
を
創
出
し
た

@
 

李
成
、
活
寛
は
各
々
、
「
千
里
に
封
面
す
る
が
如
き
」
卒
遠
山
水
、
「
員
山
に
面
前
す
る
が
如
き
」
高
遠
山
水
で
知
ら
れ
て
い
る
。
郭
回
一
は
こ
の

よ
う
な
重
法
の
蓄
積
の
上
に
立
ち
、
三
遠
法
を
理
論
的
に
聞
明
し
た
の
で
あ
る
。
郭
照
の
乙
う
し
た
態
度
は
、
郭
回
一
が
李
成
か
ら
出
護
し
な
が

ら
、
山
水
訓
の
中
で
李
成
、
+
氾
寛
涯
の
専
門
の
皐
に
こ
だ
わ
る
時
弊
を
指
摘
し
、

「
粂
牧
並
賀
、
慶
議
博
考
」
を
主
張
し
た
と
と
と
共
に
、
集

大
成
と
名
附
け
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
「
林
泉
高
致
」
が
理
論
に
お
け
る
集
大
成
と
す
る
な
ら
ば
、
早
春
園
一
園
は
賞
作
に
お
け
る
集

大
成
と
い
え
る
。
し
か
も
そ
の
集
大
成
は
、
屡
々
い
わ
れ
る
李
成
、
活
寛
の
華
北
二
大
様
式
の
そ
れ
に
限
定
さ
れ
ず
、
唐
末
の
刑
浩
以
来
の
様

式
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

早
春
固
に
は
、
他
に
も
李
成
以
外
の
山
水
様
式
が
異
和
感
を
生
ぜ
ず
、忽
然
と
織
り
込
ま
れ
、
郭
匝
…
が
単
に
李
成
涯
の
重
人
で
あ
っ
た
に
止
ら

ず
、
集
大
成
的
萱
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
例
え
ば
、
重
面
中
央
の
中
景
に
位
置
す
る
逆
S
字
肢
の

E
大
な
山
塊
、
乙
れ
は
恰
も
馬
の
胴

つ
ま
り
高
物
は
気
か
ら
構
成

さ
れ
気
に
よ
っ
て
内
部
を
貫
か
れ
て
い
る
が
、

乙
の
山
塊
内
部
に
わ
だ
か
ま
っ
た
気
は
、

逆
S
字
の
運
動
表
現
を
興
え
ら
れ
る
乙
と
に
よ
っ
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置
の
如
く
佳
を
躍
動
的
に
う
ね
ら
せ
る
乙
と
に
よ
っ
て
明
か
に
気
勢
、
即
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
を
表
し
て
い
る
。

て
激
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
運
動
を
生
ず
る
。
そ
し
て
こ
乙
に
生
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
畑
嵐
の
虚
を
貫
い
て
左
上
の
谷
口
に
側
立
つ
峯
轡
に
受
け

乙
乙
に
気
脈
の
連
絡
は
地
よ
り
天
に
貫
通
し
、
自
に
見
え
ぬ
強
力
な
重
面
の
中

@
 

乙
れ
が
気
勢
の
構
園
原
理
た
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
気
勢
表
現
は
、
先
の
拙
論
に
詳
し
く
考
察
し
た
如
く
、
唐
末

⑥
 

五
代
の
刑
浩
、
関
全
様
式
に
掃
す
べ
き
も
の
で
、
彼
等
の
山
水
様
式
を
示
す
雲
景
山
水
園
や
秋
山
晩
翠
園
(
肇
北
、
故
宮
博
物
院
)
に
原
形
を
具

睡
的
に
窺
う
と
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
五
代
に
は
映
西
を
中
心
に
流
行
し
た
が
、
宋
初
に
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、
僅
か
に

由

⑨

⑨

郭
忠
恕
の
朝
川
園
巻
、
燕
文
貴
の
江
山
棲
観
圃
巻
(
大
阪
市
立
美
術
館
〉
等
の
守
奮
的
作
品
に
そ
の
迩
を
留
め
て
い
た
程
度
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
と
乙
に
早
春
固
に
お
い
て
、
一
層
有
機
的
な
装
い
の
下
に
忽
然
と
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
早
春
闘
の
董
法
の
基
く
所
が
意
外
と
古
い

纏
が
れ
、
更
に
そ
の
能
勢
は
反
縛
し
て
主
峰
の
願
へ
と
至
る
。

軸
を
作
っ
て
い
る
。
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乙
と
を
表
わ
す
と
同
時
に
、

そ
れ
を
掘
り
起
し
た
郭
照
の
集
大
成
的
方
法
を
如
賓
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。



638 

更
に
早
春
固
に
は
、
重
面
三
分
割
の
構
固
法
が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。
即
ち
寒
林
風
の
喬
松
と
蟹
爪
風
の
古
木
を
戴
く
土
披
の
近
景
、
逆
S

{
子
状
の
山
塊
の
中
景
、
峯
轡
と
主
峰
か
ら
成
る
遠
景
の
三
部
で
あ
る
。
中
央
の
軸
を
三
段
階
に
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
董
面
の
奥
へ
の
空
間

的
展
開
に
秩
序
と
快
い
律
動
を
も
た
ら
し
、

ま
た
各
部
に
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
異
っ
た
機
能
を
附
興
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
連
綴
法
よ
り
は
る
か

に
撃
面
内
容
を
盟
富
且
つ
高
大
に
す
る
。
例
え
ば
、

遠
景
の
主
峰
は
、
中
景
以
下
よ
り
濁
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
純
粋
な
鐙
抜
機
能
を
興
え

ら
れ
、
重
面
の
崇
古
向
性
の
増
大
に
著
し
く
貢
献
し
て
い
る
。

三
分
割
法
は
五
代
ま
で
は
例
が
な
く
、
先
に
上
げ
た
雲
景
山
水
圏
や
秋
山
晩
翠
園
の
剤
開
様
式
で
も
寧
ろ
連
績
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
し
か

E
 

し
北
宋
時
代
に
は
現
存
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
を
採
用
し
、
起
源
が
何
時
か
は
明
確
で
な
い
が
、
ザ
氾
寛
の
漠
山
行
放
闘
(
裂
北
、
故
宮
博
物
院
)

B
V
 

が
管
見
の
限
り
で
は
最
も
古
い
例
に
腐
す
る
。
他
に
例
を
上
げ
れ
ば
、
傍
李
成
晴
皆
粛
寺
園
(
ネ
ル
ソ
ン
美
術
館
)
、
博
許
道
寧
秋
山
新
寺
園
巻
、

①
 

傍

E
然
雲
闘
(
問
抱
一
北
、
故
宮
博
物
院
)
等
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
流
行
し
た
三
分
割
法
は

五
代
北
宋
の
霊
法
の
集
大
成
書
で
あ
る

「
林
泉
高
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致
」
に
お
い
て
も
必
ず
や
論
及
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
が
、
次
に
示
す
一
候
は
乙
れ
に
該
首
す
る
と
思
わ
れ
る
。

凡
そ
経
営
し
て
筆
を
下
す
に
は
、

必
ず
天
地
に
合
す
。
何
を
か
天
地
と
謂
わ
ん
。

一
尺
牢
幅
の
上
に
、
上
に
天
の
位
を
留
め
、
下
に
地
の

位
を
留
め
、
中
聞
に
方
め
て
意
を
立
て
景
を
定
む
る
が
如
き
を
調
う
e

世
の
初
皐
を
見
る
に
、
還
し
く
筆
を
把
り
て
下
し
去
り
、
率
爾
に

意
を
立
て
、
情
に
燭
れ
て
満
幅
を
塗
抹
し
、

こ
れ
を
看
れ
ば
人
目
ぞ
填
塞
せ
し
む
。
己
に
人
の
意
ぞ
し
て
不
快
た
ら
し
む
れ
ば
、

な
ん
ぞ

賞
を
瀬
一線
に
取
り
、
情
を
高
大
に
見
わ
す
を
得
ん
や
。

@
 

乙
の
僚
を
撃
に
董
中
の
山
水
を
一
個
の
濁
立
し
た
小
天
地
と
観
る
思
想
の
造
形
化
と
解
す
る
説
も
あ
る
が
、

霊
面
を
天
、
地
、
中
間
の
三
部

に
分
つ
意
園
は
、
観
者
に
爽
快
感
を
興
え
、
高
大
な
情
を
表
現
す
る
乙
と
と
あ
る
。
ζ

れ
は
三
分
割
法
の
意
固
と
も
合
致
す
る
。
そ
の
上
一
尺

牢
と
い
う
数
字
に
は
三
の
乗
数
で
あ
る
以
外
に
何
か
必
然
性
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
寅
際
に
早
春
園
で
は
、
空
と
水
が
上
下
に
三
分
の
一
づ

つ
を
占
め
、
中
間
の
三
分
の
一
に
雨
脇
を
含
め
景
物
が
匪
縮
し
て
配
さ
れ
て
い
る
。
従
っ

て
乙
の
僚
を
三
分
割
法
を
述
べ
た
も
の
と
解
せ
ら
れ

な
く
も
な
い
。
も
っ
と
も
乙
の
天
、
地
、
中
の
分
割
法
を
早
春
固
に
適
用
す
れ
ば
近
景
土
披
は
地
の
位
、
遠
景
主
蜂
は
天
の
位
に
属
す
る
ζ



と
に
な
る
が
、
後
に
読
く
通
り
、
少
く
と
も
主
峰
は
垂
直
後
抜
性
を
志
向
し
天
子
を
象
徴
し
て
い
る
か
ら
、
天
の
位
に
含
め
て
も
矛
盾
し
な
い

筈
で
あ
る
。
活
寛
の
援
山
行
放
園
に
お
い
て
遠
景
主
峰
が
全
桂
の
三
分
の
こ
を
占
め
た
よ
う
な
不
均
等
な
三
分
割
法
を
均
等
分
割
へ
と
形
式
的

こ
乙
に
も
郭
照
の
集
大
成
的
方
法
論
を
み
る
乙
と

に
整
理
し
、
更
に
は
奮
来
の
小
天
地
の
思
想
を
以
っ
て
理
論
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

が
で
き
よ
う
。

早
春
園
は
か
よ
う
に
構
成
的
性
格
が
著
し
く
濃
厚
で
あ
る
。
冒
頭
に
引
用
し
た
「
園
重
見
聞
誌
」
の
俸
も
「
位
置
は
淵
深
な
り
」
と
ζ

の
構

成
的
性
格
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
郭
回
一
自
ら
も
次
の
如
く
い
う
。

山
水
は
大
な
る
者
な
り
。

人
の
看
る
者
は
須
ら
く
遠
ざ
か
り
乙
れ
を
観
て
、

方
め
て
一
障
の
山
川
の
形
勢
、

気
象
を
得
る
を
見
る
べ

し
乙
れ
に
擦
れ
ば
、
先
ず
山
水
は
大
物
だ
と
い
う
基
本
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
、

そ
の
形
勢
と
気
象
を
と
ら
え
る
乙
と
が
彼
の
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山
水
董
の
前
提
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
気
象
は
さ
て
お
き
、
形
勢
は
結
局
構
園
に
掃
す
る
。

乙
ζ

に
も
郭
回
一
の
山
水
董
に
構
成
的
性
格
を
見
る

と
と
が
で
き
る
。

ま
に

E
障
高
壁
の
大
重
面
を
経
営
す
る
上
で
も
構
園
は
不
可
依
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
構
園
法
が
郭
照
自
身
の
護

明
に
係
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
彼
の
功
績
は
、

乙
れ
ら
を
創
出
す
る
よ
り
既
成
の
霊
法
と
し
て
享
受
し
総
合
的
に
集
大

成
し
た
所
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
と
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
地
方
様
式
、
個
人
様
式
に
止
っ
て
い
た
華
北
の
山
水
重
は
、
著
し
い
形
式
的
普
遍
性

を
獲
得
し
た
。
李
成
と
郭
照
の
山
水
は
所
謂
李
郭
様
式
と
し
て
、
董

E
様
式
と
並
ん
で
復
古
的
に
元
代
に
お
い
て
流
行
し
同
が
、
李
郭
様
式
と

は
買
は
郭
照
様
式
に
他
な
ら
ず
、
流
行
の
要
因
に
は
郭
回
一
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
形
式
的
普
遍
性
が
大
い
に
興
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
事
情
は
、
時
代
は
下
る
が
、
元
末
四
大
家
以
来
の
南
宗
の
山
水
様
式
を
集
大
成
し
た
清
初
の
王
盤
、
王
原
郡
の
山
水
が
、
虞
山
、
婁
東
振
と

し
て
清
の
中
・
後
期
を
ほ
と
ん
ど
完
全
に
風
擁
す
る
程
幅
贋
く
流
行
し
た
ζ

と
に
似
る
。
乙
乙
で
も
王
館
、
王
原
郡
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
形
式

的
普
遍
性
が
大
い
に
興
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
但
し
い
ず
れ
の
場
合
も
混
個
性
的
に
な
っ
た
乙
と
は
否
め
ぬ
で
あ
ろ
う
。
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し
か
し
郭
照
の
功
績
の
全
て
が
集
大
成
に
あ
っ
七
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

彼
は
山
水
量
の
前
提
と
し
て
形
勢
と
気
象
の
表
現
を
上
げ
た
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が
、
と
の
一
方
の
気
象
表
現
に
お
い
て
創
造
す
る
所
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

「
林
泉
高
致
」

で
は
、

そ
れ
は
「
四
時
の
景
は
同
じ
か
ら
ず
」
、

「
朝
暮
の
饗
態
は
同
じ
か
ら
ず
」
と
読
か
れ
、
気
象
の
う
ち
で
も
四
時
朝
暮
の
後
化
を
重
視
し
、
「員
の
山
水
の
畑
嵐
は
四
時
同
じ
か
ら
ず
」
等

意
義
が
あ
っ
た
か
ら
、

と、

ζ

れ
を
と
り
わ
け
畑
雲
に
よ
っ
て
置
き
分
け
た
。
畑
雲
は
李
成
様
式
に
も
飲
か
せ
ぬ
要
素
で
、
そ
の
導
入
に
李
成
様
式
の
一
つ
の
劃
期
的

ど
の
程
度
郭
照
に
先
騒
的
意
義
を
認
め
る
か
問
題
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
気
象
の
刻
々
の
饗
化
に
着
目
し
た
ζ

と
は
彼

の
功
績
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
「
林
泉
高
致
」
を
取
り
上
げ
た
宣
和
重
譜
(
谷
一

一
〉
も
先
ず
乙
の
僚
を
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
早
春
固
に
も
み

ら
れ
る
如
く
、
郭
岡
山
の
畑
雲
は
単
に
気
象
現
象
の
表
現
に
止
ら
ず
、
そ
の
融
和
性
を
働
か
し
重
面
の
各
部
を
和
ま
せ
融
合
す
る
機
能
を
有
し
て

い
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
系
譜
の
構
園
を
揮
然
と
統
合
し
、
重
面
の
有
機
化
に
貢
献
し
て
い
る
の
が
乙
の
畑
雲
で
あ
る
。
し
か
る
に
郭
照
よ
り
後
、

ζ

の
畑
雲
の
機
能
は
次
第
に
獲
化
し
、
元
一
紡
以
後
の
山
水
の
小
景
化
と
共
に
、
所
謂
詞
人
墨
卿
の
詩
的
意
趣
の
表
現
の
た
め
に
盛
ん
に
使
わ
れ

@

@

 

る
よ
う
に
な
る
。
哲
宗
朝
が
活
躍
時
期
と
思
わ
れ
る
李
公
年
の
山
水
園
や
超
令
刷
機
の
湖
荘
清
夏
圃
巻
(
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
)
は
乙
の
動
き
の
代
表

で
あ
る
。
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(2) 

卒

遠

と
乙
ろ
で
郭
照
は
、
重
院
の
董
工
と
し
て
は
梢
や
異
質
な
が
ら
、
首
時
の
文
人
土
大
夫
達
と
関
係
を
も
っ
て
い
に
。
同
時
代
の
蘇
拭
及
び
責

@
 

庭
堅
を
始
め
と
す
る
蘇
門
の
文
人
達
は
、
郭
回
一の
山
水
を
題
霊
詩
に
取
り
上
げ
、
蘇
拭
の
一
散
ん
ピ
「
郭
照
秋
山
卒
遠
」
と
題
す
る
七
組
二
首
に

は
蘇
轍
、
晃
補
之
等
が
次
韻
し
、
例
の
元
一
肺
二
年
の
「
郭
照
董
秋
山
卒
遠
」
に
は
糞
庭
堅
、
ま
に
後
の
棲
鏑
等
が
次
韻
し
た
。
な
か
で
も
糞
庭

竪
は
郭
照
と
直
接
交
渉
が
あ
っ
た
乙
と
は
確
寅
に
窺
え
、
李
成
の
六
幅
膜
雨
圃
を
模
し
た
早
期
の
作
か
ら
八
十
除
歳
の
山
水
扇
に
至
る
ま
で
、

深
い
親
し
み
を
も
っ
て
郭
照
の
霊
業
を
見
守
っ
て
い
た
。
蘇
賦
等
に
知
遇
せ
ら
れ
に
の
も
賞
庭
竪
を
介
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
責
庭
竪
は
嘗
時

@
 

最
も
精
巌
と
評
判
の
高
い
鑑
別
家
で
あ
っ
た
。
乙
の
他
、
宰
相
を
つ
と
め
た
文
彦
博
(
一

O
O五
i
一
O
九
六
)
と
は
、

@
 

の
意
を
乙
め
に
一
一
墓
松
園
を
作
っ
て
贈
り
、
文
彦
博
に
も
郭
照
の
樵
夫
渡
水
扇
を
詠
ん
だ
七
絶
一
首
が
あ
る
。

長
t

一
室
町
の
蹴
に
一
墓
不
断



き
て
、
郭
照
の
山
水
の
う
ち
、
乙
の
文
人
士
大
夫
達
に
最
も
受
け
い
れ
ら
れ
貴
ば
れ
た
の
は
卒
遠
山
水
で
あ
っ
た
。
乙
れ
は
嘗
時
の
文
人
士
大

夫
の
趣
味
や
郭
照
の
山
水
の
士
大
夫
董
的
性
格
を
考
え
る
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
先
ず
蘇
賦
及
び
門
人
達
が
詠
ん
だ
の
が
秋
山
卒
遠

@
 

圃
で
あ
っ
た
乙
と
は
既
に
み
た
。
ま
に
黄
庭
堅
は
「
能
く
山
川
の
遠
勢
を
作
る
、
白
頭
、
惟
だ
郭
回
一
有
り
」
(
題
郷
防
蜜
爽
〉
と
い
い
、
「
郭
回
一
の

官
童
、
但
花
荒
速
、
短
紙
、
曲
折
、
秋
晩
を
聞
く
」
(
次
精
子
機
題
郭
照
叢
秋
山
)
と
一
詠
っ
た
。
乙
の
他
に
も
山
水
扇
を
一
詠
み
、
「
一
段
の
風
煙
、

@
 

且
に
千
里
、
解
う
と
と
、
明
月
の
人
を
逐
い
て
行
く
が
如
し
」

と、

扇
面
の
江
山
に
風
煙
千
里
の
勢
が
あ
っ
た
乙
と
を
述
べ
、
専
ら
遠
の
描
潟

「
回
一
は
能
く
遠
景
を
魚

に
着
目
し
た
。
郭
照
に
射
す
る
こ
の
よ
う
な
評
債
は
以
後
成
論
と
な
り
、

張
邦
基
の

「
墨
荘
漫
録
」

(唱包
囲
)
に
は
、

る
」
と
記
さ
れ
に
。

無
論
、
郭
照
自
身
は
董
院
の
重
工
で
あ
り
士
大
夫
で
は
な
か
っ
た
が
、
自
ら
の
山
水
重
と
彼
等
士
大
夫
の
閥
係
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た

で
あ
ろ
う
か
。
「
林
泉
高
致
」
山
水
訓
の
回
目
頭
に
は
、
君
子
が
山
水
重
を
愛
す
る
理
由
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
即
ち
騒
が
し
い
塵
界
を
厭

ぃ
、
山
川
に
隠
棲
し
人
間
の
本
性
を
養
い
た
い
と
願
う
の
は
誰
し
も
の
人
情
で
あ
る
。
し
か
し
士
大
夫
は
、

一
身
を
潔
く
し
世
を
遁
れ
ん
と
す
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れ
ば
、
太
卒
の
御
世
に
あ
っ
て
君
と
親
と
か
ら
厚
恩
を
蒙
っ
て
い
る
以
上
、

そ
の
出
躍
進
退
に
闘
し
道
義
上
の
問
題
が
起
っ
て
く
る
。
そ
こ
で

と
と
に
山
水
の
名
手
が
い
て
、
「
堂
涯
を
下
ら
ず
、
坐
な
が
ら
に
し
て
泉
盆
を
窮
め
、
猿
護
鳥
時
依
約
と
し
て
耳
に
在
り
、
山
光
水
色
混
渓
と
し

て
目
を
奪
う
」
乙
と
が
可
能
な
ら
ば
、
林
泉
を
愛
す
る
心
も
満
足
さ
せ
る
乙
と
が
出
来
る
。

乙
れ
が
世
の
君
子
の
山
水
董
を
貴
ぶ
員
の
理
由
だ

と
い
う
。
何
よ
り
も
注
目
す
べ
き
は
、
自
分
の
山
水
董
が
、

土
大
夫
の
立
場
を
解
し
土
大
夫
の
鑑
賞
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
乙
と
を
明
確
に
打

ち
出
し
た
酷
で
あ
る
。
乙
れ
は
書
一
院
の
董
家
の
設
言
と
し
て
は
董
期
的
意
義
が
あ
ろ
う
。
従
来
の
通
念
か
ら
す
れ
ば
、
董
院
董
家
は
禁
中
に
侍

し
、
天
子
の
私
物
的
存
在
と
し
て
専
ら
天
子
の
た
め
に
宮
殴
や
寺
院
道
観
の
荘
巌
と
装
飾
を
本
務
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ζ

乙
に

新
し
く
劉
象
に
士
大
夫
が
加
え
ら
れ
に
乙
と
は
、

士
大
夫
の
地
位
の
著
し
い
向
上
を
み
に
北
宋
後
期
な
ら
で
は
の
現
象
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ

れ
は
ま
た
自
ず
か
ら
作
品
自
瞳
に
も
反
映
し
饗
質
を
も
た
ら
し
た
筈
で
あ
る
。
官
更
で
あ
る
と
同
時
に
誼
書
人
で
も
あ
る
土
大
夫
ぞ
封
象
と
す
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れ
ば
そ
れ
な
り
の
高
い
水
準
が
要
求
さ
れ
る
の
は
嘗
然
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
郭
照
は
か
よ
う
な
態
度
で
も
っ
て
山
水
董
を
供
し
、

そ
の
結
果
卒
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遠
山
水
が
最
も
士
大
夫
の
支
持
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。

お
も
う
に
卒
遠
山
水
は
、
郭
照
の
言
に
み
た
よ
う
に
、
官
に
仕
え
る
立
場
上
、
臥
遊
と
い
う
代
償
し
か
求
め
ら
れ
ぬ
士
大
夫
に
と
っ
て
、
三

遠
の
な
か
で
も
最
も
意
に
か
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
卒
遠
乙
そ
は
、
坐
な
が
ら
「
人
目
の
瞭
撃
を
極
め
」
(
山
水
訓
)
、
「
乙
れ

を
看
れ
ば
人
の
意
に
無
窮
を
輿
さ
し
め
」
(
査
格
拾
遺
)
、

つ
ま
り
山
水
へ
の
憧
れ
を
最
も
よ
く
い
や
す
乙
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
劉
道
醇

の
「
聖
朝
名
重
評
」
序
に
「
山
水
を
観
る
者
は
卒
遠
膿
蕩
を
向
ぶ
」
と
あ
る
の
は
、
卒
遠
の
こ
う
し
た
性
格
を
よ
く
言
い
嘗
て
て
い
る
。
ま
た

卒
遠
山
水
を
主
要
な
構
固
と
し
た
李
成
様
式
が
、
北
宋
中
後
期
に
次
第
に
士
大
夫
に
迎
え
ら
れ
、
山
水
童
壇
の
主
流
の
地
位
を
獲
得
し
た
の
も

ζ

れ
と
無
関
係
で
は
な
か
ろ
う
。

李
成
の
至
、港
山
水
は
、
前
に
も
鯛
れ
た
よ
う
に
、
察
林
卒
遠
も
し
く
は
畑
林
平
遠
と
呼
ば
れ
、
文
献
並
び
に
喬
松
卒
遠
酌
(
澄
懐
堂
文
庫
)
等

の
博
稿
作
品
を
総
合
す
る
と
、
近
景
に
寒
林
と
稿
せ
ら
れ
る
喬
松
を
大
潟
し
に
し
、
芳
を
聞
い
て
、
畑
嵐
に
潅
く
っ
つ
ま
れ
た
黄
土
地
帯
の
卒

原
丘
陵
を
低
い
術
撒
覗
に
よ
っ
て
と
ら
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
そ
れ
は
皐
な
る
卒
遠
山
水
で
は
な
く
、

「
千
里
を
即
応
尺
に
掃
く
」

尺
幅
の
内
に
無
限
遠
の
表
出
を
意
園
し
、

(
聖
朝
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名
蜜
許
)
と
か
「
千
里
に
封
面
す
る
が
如
し
」

(
山
水
純
全
集
)
と
か
-
評
さ
れ
た
如
く
、

ま
た
近
景
喬

松
と
遠
景
景
物
と
の
極
端
な
大
小
比
に
よ
っ
て
、
観
者
の
覗
線
を
強
引
に
霊
面
奥
の
遠
景
に
誘
っ
た
。
加
え
て
遠
景
に
お
け
る
畑
嵐
の
導
入

は
、
憧
僚
を
誘
う
べ
く
遠
景
を
「
秀
娼
」
(
林
泉
高
致
)
あ
ら
し
め
、
董
面
奥
の
遠
慮
へ
の
志
向
性
を
増
々
強
め
た
。

ζ

の
遠
へ
の
志
向
性
に
乙

そ
李
成
の
卒
遠
の
真
骨
頂
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
卒
遠
山
水
は
唐
代
に
あ
り
、
思
尺
千
里
の
考
え
も
古
来
か
ら
あ
る
が
、

ζ

れ
ほ
ど
明
確
忽

意
志
と
方
法
と
を
も
っ
て
遠
を
表
現
し
た
の
は
李
成
が
始
め
て
で
あ
る
。
実

F

林
と
も
ど
も
そ
の
成
立
の
由
来
を
考
え
る
ζ

と
は
北
宋
山
水
霊
史

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
ま
た
そ
れ
は
李
成
の
境
遇
と
も
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。
唐
の
宗
室
の
出
で
、
代
々
の
儒
者
の
家
に
生
れ
な
が
ら

念
願
の
仕
官
を
果
せ
ず
、
ま
た
並
み
の
霊
師
と
し
て
扱
わ
れ
る
乙
と
を
極
度
に
拒
否
し
、
遠
に
意
を
托
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
旬
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、

士
大
夫
に
迎
え
ら
れ
る
素
地
は
大
い
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
彼
の
山
水
は
、
無
李
論
が
唱
え
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
却

っ
て
益
々
士
大
夫
の
聞
に
名
撃
を
高
め
、
遂
に
宋
朝
第
一
の
重
家
に
推
さ
れ
た
の
で
あ
る
。



郭
照
は
初
め
と
の
李
成
ゆ
伊
良
子
ぴ
、
後
に
李
成
涯
に
止
ら
な
い
集
大
成
的
重
人
と
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
の
山
水
に
必
ず
み
ら
れ
る
寡
林
と
と

も
に
卒
遠
は
、
そ
の
系
譜
を
な
お
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
と
乙
ろ
で
、
早
春
園
の
卒
遠
は
、
主
山
の
左
努
ら
に
聞
け
、

「
林
泉
高
致
」
山
水
訓

の
記
述
が
そ
の
ま
ま
解
説
を
粂
ね
て
く
れ
る
。

正
面
の
渓
山
林
木
は
、
盤
折
委
曲
し
て
其
の
景
を
鋪
設
し
て
来
り
、
其
の
詳
か
な
る
を
厭
わ
ず
。
人
目
の
近
尋
を
足
す
所
以
な
り
。
努
漫

の
卒
遠
は
、
幡
嶺
重
墨
し
、
鈎
連
繰
紗
し
て
去
り
、
其
の
遠
き
を
厭
わ
ず
。
人
目
の
瞭
墓
ぞ
極
む
る
所
以
な
り
。

か
く
の
如
く
、
郭
照
の
卒
遠
に
は
、
純
然
た
る
卒
遠
山
水
の
他
に
、
主
山
の
芳
ら
を
開
い
た
高
速
と
の
複
合
形
式
が
あ
り
、
早
春
園
も
そ
う

で
あ
る
が
、

こ
れ
が
李
成
と
も
異
な
る
郭
照
に
よ
り
一
般
的
な
卒
遠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
き
て
正
面
の
高
速
は
別
に
し
て
、

-gn
漣
の
卒

遠
は
、
早
春
園
で
は
ゆ
る
や
か
に
起
伏
す
る
原
隈
を
狭
く
限
ら
れ
た
谷
口
の
断
崖
の
聞
に
見
渡
す
形
を
と
り
、
横
切
り
走
る
幡
嶺
が
幾
層
も
奥

へ
重
な
り
、
，
次
第
に
お
ぼ
ろ
に
遁
か
遠
ざ
か
り
、
遂
に
畑
嵐
に
山
腰
の
か
き
治
さ
れ
た
遠
山
へ
と
至
る
。
願
望
と
い
う
が
、
視
野
が
狭
め
ら
れ

て
慶
さ
よ
り
遠
き
が
強
調
さ
れ
、
覗
線
は
奥
へ
と
執
劫
に
誘
い
込
ま
れ
限
り
な
い
遠
さ
を
眺
め
量
す
。
そ
の
た
め
に
は
あ
ら
ゆ
る
董
法
が
駈
使

さ
れ
る
。
近
景
の
寒
林
と
土
坂
か
ら
遠
山
へ
と
樹
木
と
山
石
が
正
確
無
比
に
漸
減
す
る
遠
小
近
大
法
、
近
景
を
濃
く
遠
景
へ
と
次
第
に
淡
く
刷

か
れ
た
空
気
遠
近
法
、
左
右
か
ら
土
披
を
交
互
に
入
り
組
ま
せ
た
参
差
の
法
等
々
で
あ
る
。
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郭
照
は
三
遠
を
読
き
、
卒
遠
に
つ
い
て
、
「
卒
遠
の
意
は
沖
融
に
し
て
練
練
紗
砂
な
り
」
(
山
水
訓
)
と
い
う
。
沖
融
は
道
家
の
虚
的
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
含
み
、
乙
れ
を
一
概
に
い
う
乙
と
は
難
し
い
が
、
別
に
卒
遠
と
関
連
し
「
畑
雲
標
軸
」
(
輩
格
拾
遺
)
と
あ
り
、
ま
に
卒
遠
の
中
の
黙
景

人
物
は
「
沖
櫓
」
と
あ
る
か
ら
、
畑
雲
に
関
係
あ
る
と
と
は
相
違
な
い
。

つ
ま
り
畑
雲
に
措
く
っ
つ
ま
れ
に
、

お
花
や
か
に
造
か
な
趣
き
を
さ

す
の
で
あ
ろ
う
。
早
春
園
の
畑
雲
に
瀦
く
形
を
浸
し
た
遠
山
の
ふ
も
と
は
、

乙
の
趣
き
を
よ
く
表
わ
し
、
恰
も
理
想
郷
の
如
く
観
者
は
こ
乙
に

導
か
れ
遊
ぶ
。
ま
た
郭
照
は
沼
寛
と
封
照
し
て
「
李
成
の
秀
蝿
」

(
山
水
訓
〉
と
い
い
、
郭
照
の
秀
娼
と
は
、
別
に
「
(
山
は
)
畑
雲
を
得
て
秀

娼
L 

(
山
水
訓
)
と
あ
る
よ
う
に
、
畑
雲
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
数
果
を
さ
す
。

早
春
園
の
遠
山
は
ま
た
乙
の
秀
蝿
さ
を
も
十
分
備
え
て
い
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る。

ζ

れ
を
要
す
る
に
早
春
園
の
卒
遠
は
、

土
大
夫
の
憧
慣
を
誘
い
、
山
水
へ
の
渇
き
を
い
や
す
べ
く
十
分
周
到
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
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て
よ
か
ろ
う
。

乙
の
勲
、
許
道
寧
の
秋
山
新
寺
園
巻
は
封
照
的
で
あ
る
。

こ
乙
で
は
遠
山
は
凹
凸
の
い
か
め
し
い
形
を
呈
し
て
黒
雲
の
よ
う
に
高
く
浮
び
、

憧
僚
を
誘
う
と
い
う
よ
り
、
寧
ろ
上
か
ら
威
座
し
て
下
に
展
開
す
る
景
色
の
荒
涼
を
更
に
増
幅
し
て
い
る
。
要
す
る
に
秀
蝿
さ
よ
り
荒
涼
の
表

現
に
重
貼
が
置
か
れ
、
卒
遠
的
空
間
も
十
分
重
か
れ
て
い
る
が
、
遠
さ
よ
り
贋
が
り
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
両
国
の
相
異
は
寒
林
表
現
に

も
み
ら
れ
、
早
春
園
の
君
子
を
象
徴
す
る
喬
松
に
射
し
、
李
成
が
決
し
て
作
ら
な
か
っ
た
と
い
う
龍
蛇
鬼
神
の
肢
の
林
木
に
作
っ
て
い
る
。
し

か
し
ζ

と
卒
速
に
闘
す
る
限
り
、

い
ず
れ
が
李
成
に
似
る
と
も
決
し
か
ね
る
。
と
い
う
の
は
、

早
春
園
の
卒
遠
は
、
正
確
無
比
な
遠
小
近
大
の

遠
近
法
に
よ
っ

て
奥
の
奥
ま
で
周
密
に
秩
序
整
然
と
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
の
秩
序
正
し
き
は
、
李
成
の
寒
林
大
樹
と
の
極
端
な
大
小
比
に

よ
る
卒
濯
と
は
異
質
で
、
遠
へ
の
意
志
的
衝
動
に
乏
し
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
乙
の
劇
的
性
格
は
却
っ
て
秋
山
粛
寺
園
が
よ
く
縫
承
し

て
い
る
。
ま
た
早
春
圃
の
主
眼
は
何
と
い
っ
て
も
正
面
主
山
の
偉
容
の
表
出
に
あ
り
、

主
山
の
脇
に
片
附
げ
ら
れ
た
卒
遠
は
、
寧
ろ
霊
院
霊
家
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と
し
て
の
郭
照
の
限
界
を
暴
露
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
何
故
な
ら
、
先
ず
第
一
に
天
子
に
仕
え
る
身
と
し
て
主
山
を
依
く
乙
と
は
で
き
ず
、

卒
遠
に
象
徴
さ
れ
る
士
大
夫
の
欲
求
は
二
の
次
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
早
春
聞
の
卒
遠
が
形
式
的
な
感
を
菟
れ
な
い
所
以
で

あ
る
。
李
成
の
卒
遠
と
は
、
在
野
と
霊
院
、
創
始
と
集
大
成
と
い
う
よ
う
に
基
本
的
に
大
き
く
異
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(3) 

官

董

一
童
家
の
理
論
と
貫
作
と
し
て
極
め
て
密
接
な
相
雁
閥
係
に
あ
る
乙
と
は
屡
々
鯛
れ
て
き
た
が
、
山
水
の
形

式
に
つ
い
て
も
南
者
は
明
瞭
に
相
腐
服
し
て
い
る
。
山
水
訓
は
山
と
樹
木
の
形
式
を
語
り
、
先
ず
山
に
つ
い
て
次
の
如
く
述
べ
る
。

大
山
は
堂
堂
と
し
て
衆
山
の
主
と
震
る
。
所
以
に
分
布
し
以
っ
て
岡
阜
林
蓋
を
次
と
し
、
遠
近
大
小
の
宗
主
と
漏
る
な
り
e

其
の
象
は
大

君
の
赫
然
と
し
て
嘗
陽
し
、
而
し
て
百
辞
の
朝
舎
に
奔
走
し
、
僅
楚
背
却
の
勢
無
き
が
若
く
な
り
。

大
山
を
主
峰
と
名
附
け
、
遠
近
大
小
の
も
の
に
封
し
君
臣
上
下
の
関
係
に
喰
え
て
い
る
。
つ
ま
り
大
山

「
林
泉
高
致
」
と
早
春
園
が

霊
訣
で
も
同
様
の
乙
と
を
述
べ
、



(
主
峰
)
は
輝
か
し
く
南
面
す
る
天
子
を
象
徴
し
、
乙
れ
を
め
ぐ
り
衆
山
は
下
臣
が
和
や
か
に
参
調
す
る
形
式
を
と
る
べ
き
だ
と
い
う
。
山
水

訓
は
ま
た
山
に
高
下
が
あ
る
と
述
べ
、
高
山
に
つ
い
て
、

高
き
者
は
血
脈
下
に
あ
り
、
其
の
肩
股
は
開
帳
し
、
其
脚
は
批
厚
に
、
轡
岨
岡
勢
の
培
擁
し
て
相
い
勾
蓮
し
、
映
帯
し
て
絶
え
ざ
る
は
此

れ
高
山
な
り
。
放
に
か
く
の
如
き
高
山
は
乙
れ
を
孤
な
ら
ず
と
謂
い
、
乙
れ
を
什
ら
ず
と
謂
う
。

と
述
べ
、

ζ

れ
が
山
水
の
睦
裁
だ
と
い
う
。

乙
の
高
山
が
先
の
大
山
に
嘗
る
乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

ま
た
「
孤
な
ら
ず
」
が
論
語
(
里
仁

篇
)
の

「
徳
は
孤
な
ら
ず
、
必
ず
郷
有
り
」
に
基
づ
く
こ
と
は
勿
論
、
高
山
の
表
現
に
徳
が
意
識
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

早
春
園
の
主
山
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の
理
論
逼
り
に
重
か
れ
て
い
る
。
後
景
の
正
面
に
笠
え
る
主
峰
は
、
周
園
を
左
は
ぴ
っ
た
り
寄
り
そ
う
峰

轡
、
右
は
漢
谷
を
隔
て
た
列
舶
、
前
は
気
勢
あ
ふ
れ
る
山
塊
に
よ
っ

て
取
り
巻
か
れ
、
畑
霞
に
腰
を
鎖
し
て
愈
々
高
く
抜
ん
じ
秀
で
て
い
る
。

し
か
も
そ
の
形
は
た
だ
鋒
え
ず
、

下
か
ら
の
気
勢
を
受
け
る
べ
く
反
轄
に
作
り
、

衆
山
を
庇
護
す
る
如
く
肩
を
横
げ
て
い
る
。
堂
々
と
気
高

。。

く
、
文
字
通
り
一
境
の
宗
主
で
、
ま
こ
と
に
大
君
に
も
喰
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
山
水
訓
は
、
樹
木
に
つ
い
て
説
く
。

長
松
は
亭
亭
と
し
て
衆
木
の
表
と
震
る
。
所
以
に
分
布
し
以
っ
て
藤
羅
草
木
を
次
と
し
、
振
翠
依
附
の
師
帥
と
帰
る
な
り
。
其
の
勢
は
君

子
の
軒
然
と
し
て
時
を
得
、
而
し
て
衆
く
の
小
人
の
乙
れ
に
役
使
さ
れ
、
愚
陵
愁
挫
の
態
無
き
が
若
く
な
り
。

重
訣
で
は
、

こ
の
長
松
(
大
松
〉
を
宗
老
と
呼
び
、
同
じ
く
君
子
小
人
の
関
係
に
喰
え
て
い
る
。

つ
ま
り
長
松
は
時
を
得
た
君
子
を
象
徴
し
、

藤
羅
草
木
の
小
人
を
従
が
え
そ
の
模
範
だ
と
い
う
。

早
春
園
の
近
景
土
披
の
上
に
戴
い
た
寒
林
風
の
二
株
の
喬
松
が
こ
の
長
松
に
嘗
る
。
樹
下
の
漫
に
は
、
蟹
爪
樹
と
呼
ば
れ
る
醜
怪
な
古
木
が

幾
株
も
互
に
絡
ん
で
横
に
這
っ
た
り
水
に
倒
垂
し
て
い
る
。
乙
れ
に
削
到
し
讐
松
は
群
を
抜
く
よ
う
に
気
高
く
垂
直
に
伸
び
、
傘
肢
に
校
を
垂
ら

し
贋
げ
て
い
る
。
君
子
の
徳
風
は
十
分
に
表
現
さ
れ
、
松
針
や
枝
を
描
骨
局
す
る
清
勤
な
筆
も
こ
れ
に
興
っ
て
い
る
。
従
っ
て
董
訣
に
も
い
う
よ

ζ

の
讐
松
が
乙
れ
を
戴
く
土
壌
一
山
の
主
で
あ
る
ζ

と
は
無
論
だ
が
、
そ
れ
ば
か
り
か
こ
乙
ぞ
中
心
に
三
遠
が
展
開
す
る
い
わ
ば
構
園

645 
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の
要
に
位
置
し
、

た
め
に
大
小
遠
近
法
を
守
り
放
射
肢
に
散
ら
ば
る
無
数
の
樹
木
に
封
し
で
も
宗
主
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
し
か
る
に
ζ

の

喬
松
は
寒
林
と
呼
ば
れ
、
元
来
李
成
の
寒
林
卒
遠
に
由
来
す
る
。
早
春
園
で
も
な
お
左
側
に
開
け
た
卒
遠
に
劃
し
て
、
李
成
の
実

F

林
の
役
目
を

果
し
て
い
る
と
み
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、

そ
れ
以
上
に
高
速
構
固
に
お
い
て
主
峰
と
呼
臆
し
、
君
主
の
下
に
仕
え
る
君
子
と
し
て
君
臣
闘
係
を

刀て

し

且
つ
主
峰
の
垂
直
笠
抜
性
を
下
か
ら
助
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
君
主
と
君
子
を
象
徴
し
、
周
園
の
衆
山
、
衆
木
に
劃
し
て
君
と
臣
、
君
子
と
小
人
の
秩

@
 

こ
れ
ま
で
に
も
、
例
え
ば
刑
浩
の
「
筆
法
記
」
に
松
を
君
子
の
徳
風
に
除
え
る
先
艇
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
か
く

も
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
秩
序
を
強
調
し
た
の
は
、
管
見
の
限
り
、
郭
照
の
早
春
園
が
最
初
で
あ
る
。
と
の
こ
と
は
郭
照
が
神
宗
室
且
院
に
奉
職
し
、

進
歩
的
な
天
子
の
寵
遇
を
得
、
廟
堂
の
大
重
面
が
主
た
る
制
作
の
場
で
あ
っ
た
乙
と
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。
あ
る
べ
き
君
主
や
君
子
を
象
徴

す
る
乙
と
自
健
闘
堂
向
き
で
あ
る
が
、
そ
の
整
然
た
る
秩
序
形
式
も
、
後
に
秩
序
だ
っ
た
組
織
制
度
を
宗
と
す
る
「
周
薩
」
e

守
備
書
省
の
障
壁

乙
の
よ
う
に
早
春
圃
の
主
峰
と
喬
松
は
、

序
形
式
を
表
わ
し
て
い
る
。

に
書
か
せ
た
乙
と
と
共
に
、
新
法
の
遂
行
者
で
あ
る
紳
宗
の
方
針
と
合
致
す
る
。
逆
に
紳
宗
の
そ
う
し
た
方
針
に
基
づ
く
期
待
を
荷
い
得
た
こ

と
が
、
一
神
宗
の
寵
遇
を
得
た
要
因
で
あ
る
。
道
韓
人
物
輩
に
代
っ
て
登
用
さ
れ
、
動
戒
目
的
が
直
接
的
で
な
い
純
然
た
る
山
水
董
と
雄
も
、
廟

堂
に
の
ぼ
る
べ
く
ニ
疋
の
形
式
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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責
庭
堅
が
い
み
じ
く
も
い
っ
た
官
董
と
い
う
言
葉
は
、
郭
回
一
の
山
水
董
の
こ
う
し
た
性
格
を
指
し
て
い
よ
う
。
度
々
引
用
す
る
「
衣
韻
子
瞬

題
郭
照
喜
一秋
山
」
の
詩
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

郭
回
一
の
官
董

但
忙
荒
遠

短
紙

曲
折

秋
晩
を
聞
く

曲
折
は
遠
さ
を
表
わ
す
た
め
に
景
を
折
れ
曲
げ
な
が
ら
重
く
法
で
、
短
い
幅
に
盤
折
す
る
よ
う
に
秋
の
晩
の
卒
遠
景
が
重
か
れ
て
い
た
。
官

重
と
い
う
言
葉
は
見
慣
れ
ぬ
け
れ
ど
も
、
乙
れ
以
上
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
は
あ
る
ま
い
。
院
穫
と
い
う
言
葉
は
、
嘗
時
既
に
花
鳥
霊
の
責
氏
瞳
を

指
し
て
使
わ
れ
て
い
た
向
、
乙
れ
は
霊
院
内
に
流
布
し
た
濁
自
の
董
風
を
意
味
す
る
様
式
用
語
で
、
官
董
と
は
自
ず
か
ら
別
の
範
騰
に
属
す



る
。
官
童
を
強
い
て
課
せ
ば
、
官
僚
的
な
重
と
い
う
ζ

と
に
な
ろ
う
か
。

し
か
し
、
早
春
固
に
お
い
て
、
以
上
述
べ
た
よ
う
な
秩
序
形
式
を
現
賓
と
の
関
係
の
上
で
除
り
強
調
し
過
ぎ
る
こ
と
も
隠
首
で
な
い
。
と
い

う
の
は
早
春
圃
に
表
わ
さ
れ
た
世
界
は
理
想
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
が
ふ
さ
わ
し
く
、
整
然
た
る
秩
序
形
式
も
理
想
世
界
の
そ
れ
と
し
て
み
る

@
 

の
が
よ
り
安
嘗
だ
か
ら
で
あ
る
。
郭
照
は
居
る
べ
き
瀞
ぶ
べ
き
山
水
の
行
く
べ
き
婁
む
べ
き
山
水
に
劃
す
る
優
越
を
説
い
た
が
、
早
春
圃
も
土

大
夫
が
住
み
た
い
滋
び
た
い
と
渇
慕
す
る
よ
う
な
理
想
的
な
山
水
に
作
ら
れ
、
五
代
北
宋
初
期
に
流
行
し
た
行
く
べ
き
墓
む
べ
き
の
所
調
行
旗

固
と
較
べ
る
と
、
董
面
の
現
質
性
は
よ
ほ
ど
薄
れ
て
い
る
。
更
に
李
公
年
の
山
水
固
に
至
れ
ば
、

ζ

れ
は
王
維
の
「
移
南
別
業
」
詩
の
中
の

「
行
き
て
水
の
窮
ま
る
昆
に
到
り
、
坐
し
て
雲
の
起
る
時
を
看
る
」
の
句
に
題
を
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
雲
畑
が
主
人
公
の
役
割

@
 

を
果
し
、
「
員
に
物
象
が
空
膿
有
無
の
聞
に
出
浸
す
る
か
の
若
き
」
夢
幻
的
な
重
面
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
童
僕
を
侍
ら
せ
坐
る
高
土
や
高

蓋
の
簡
素
な
亭
に
象
徴
さ
れ
る
如
く
、
務
ぶ
可
き
山
水
の
最
も
典
型
と
い
え
よ
う
。
乙
れ
に
較
べ
れ
ば
、
早
春
園
は
な
お
気
高
い
理
想
性
が
顕

著
で
、
そ
れ
が
主
題
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
。

郭
照
は
自
ら
の
山
水
重
の
目
指
す
所
を
紳
観
と
清
風
と
い
う
こ
語
に
よ
っ
て
表
わ
し
て
い
る
。

「
林
泉
高
致
」
山
水
訓
は
、
先
に
引
用
し
た
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君
子
が
山
水
置
を
愛
す
る
理
由
を
述
べ
た
後
、
更
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

此
の
と
れ
を
主
と
せ
ず
、
軽
心
乙
れ
に
臨
め
ば
、
量
に
紳
観
を
蕪
雑
し
、
清
風
を
淘
濁
せ
ざ
ら
ん
や
。

乙
れ
を
基
本
に
排
え
ず
、
軽
々
し
く
扱
え
ば
、
山
水
董
の
紳
観
を
必
ず
範
し
、
清
風
を

濁
さ
ず
に
は
お
か
な
い
と
い
う
。
園
ら
ず
も
乙
乙
に
郭
照
の
山
水
重
の
貧
現
す
べ
き
目
標
が
開
示
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

乙
れ
と
は
山
水
重
を
愛
す
る
理
由
の
本
旨
を
さ
す
。

と
の
清
風
は
、
早
春
固
で
は
、
塵
界
を
遠
く
離
れ
た
深
山
渓
谷
の
描
篤
に
も
勿
論
窺
え
る
が
、
君
子
を
象
徴
し
た
喬
松
に
最
も
意
園
し
て
表

わ
さ
れ
、
周
圏
の
醜
怪
な
雑
木
を
塊
爽
と
抜
き
、
清
勤
な
校
と
葉
を
贋
げ
た
委
は
清
風
と
い
う
に
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。
ま
に
卒
遠
に
お
け
る
遠

の
志
向
に
も
、
脱
俗
性
の
意
味
で
の
清
が
表
現
さ
れ
て
い
よ
う
。
「
園
董
見
聞
誌
L

(

倉
一
)
は
李
成
の
寒
林
卒
遠
に
つ
い
て
「
畑
林
清
瞭
」
と

評
し
た
が
、
乙
の
清
の
表
出
は
李
成
の
寡
林
卒
遠
の
重
要
な
特
質
を
な
し
、
郭
照
の
清
風
は
そ
の
系
譜
的
延
長
に
あ
る
と
い
え
る
。
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ま
た
神
視
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
が
、
早
春
固
に
嘗
っ
て
み
れ
ば
、

そ
の
整
然
と
し
た
秩
序
形
式
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
た
趣
き

は
紳
視
と
い
う
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
。

堂
々
と
し
た
主
峰
、
並
び
に
そ
の
衆
山
と
の
君
臣
上
下
関
係
、
長
松
と
衆
木
と
の
君
子
小
人
関
係
の
秩

序
は
も
は
や
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
遠
小
近
大
の
遠
近
法
の
正
確
さ
は
無
比
で
あ
り
、
遠
淡
近
濃
の
空
気
遠
近
法
も
正
し
く
遵
守
さ
れ
て
い

る
。
乙
れ
ら
は
嘗
時
の
理
を
重
視
す
る
風
潮
、
即
ち
合
理
主
義
の
表
わ
れ
と
も
と
れ
る
が
、
と
同
時
に
秩
序
と
し
て
整
然
た
る
神
慨
に
寄
興
す

る
も
の
と
し
て
も
取
れ
る
。
特
に
長
松
を
要
と
し
て
放
射
黙
に
散
在
す
る
衆
木
の
濯
小
近
大
の
整
然
と
し
に
秩
序
正
し
さ
が
そ
う
で
あ
る
。
三

遠
法
を
一
固
に
採
用
し
た
乙
と
も
、

ζ

の
一珊
観
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。
正
面
の
高
速
に
よ
る
主
峰
が
左
右
異
針
稽
に
雨
脇
に
卒
遠
と
深
遠

を
従
え
る
形
を
と
り
、
し
か
も
こ
れ
に
よ
っ
て
空
間
は
能
う
限
り
横
大
さ
れ
、
主
峰
の
偉
風
、
長
松
の
徳
風
は
、
遠
い
卒
野
、
深
い
渓
谷
、
古
同

い
山
獄
の
す
み
ず
み
ま
で
感
化
の
及
ぶ
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
ま
に
上
述
し
た
天
、
地
、
中
の
均
等
的
三
分
割
法
も
乙
の
一
問
視
の
た
め
の
意

識
的
な
構
成
法
と
い
え
よ
う
。

要
す
る
に
、
神
硯
と
清
風
は
、
首
時
の
朝
廷
と
士
大
夫
社
曾
に
必
要
と
さ
れ
た
秩
序
を
山
水
董
に
お
い
て
理
想
的
な
形
で
表
し
た
も
の
で
、

郭
照
は
天
子
弁
び
に
士
大
夫
に
鑑
賞
董
を
供
す
る
霊
院
童
家
と
し
て
、
天
子
と
士
大
夫
の
一
堂
に
禽
す
る
廟
堂
の
障
壁
霊
家
と
し
て
、

- 84ー

つ
ま
り

官
霊
家
と
し
て
そ
の
要
請
に
答
え
た
の
で
あ
る
。
先
に
郭
照
の
集
大
成
を
構
固
を
中
心
に
み
た
が
、
五
代
北
宋
の
諸
様
式
は
、
そ
の
地
方
様

式
、
個
人
様
式
、
或
は
時
代
様
式
と
し
て
の
個
性
的
内
容
を
捨
象
さ
れ
、
乙
の
紳
観
と
清
風
を
貫
現
す
る
た
め
に
構
成
し
直
さ
れ
に
と
も
い
え

る
。
早
春
園
は
、
乙
う
し
た
郭
照
の
山
水
様
式
を
如
貫
に
示
す
後
に
も
先
に
も
な
い
買
に
記
念
碑
的
な
大
観
山
水
で
あ
る
。
元
結
以
後
、
山
水

董
は
小
景
化
す
る
と
共
に
、
文
皐
的
意
趣
を
追
求
す
る
よ
う
に
な
り
、
王
読
や
李
公
年
の
作
品
に
既
に
そ
れ
が
窺
え
る
が
、
趨
令
穣
等
の
宗
室

童
家
、
宣
和
の
董
院
童
家
に
至
っ
て
決
定
的
と
な
る
。
乙
の
意
味
で
、
郭
照
は
官
重
家
と
し
て
五
代
北
宋
山
水
重
を
集
大
成
し
、
唐
末
五
代
以

来
の

一
つ
の
山
水
重
の
展
開
の
樟
尾
を
飾
っ
た
萱
家
で
あ
っ
た
。

①註

主
忽
論
考
を
次
に
掲
げ
る
。
羅
未
子
「
北
宋
登
院
輿
郭
照
」

(
中
園
輩

リ
リ

t

官狙

T
T恥
M
d

北
京

一
九
五
七
)
、
張
安
治
「
郭
回
一
」
(
中
園
名
登
家
叢
書
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上
海
一
九
五
九
可
山
岡
泰
道
「
水
墨
査
に
隠
す
る
一
考
察
|
l
l
郭
照

の
早
春
闘
と
林
泉
高
致
に
つ
い
て
|
|
」
〈
哲
朗
宇
研
究
五

一五
貌〉、

新
藤
武
弘
「
肇
北
・
故
宮
樽
物
院
の
沼
寛
と
郭
照
」
(
纂
術
新
潮
一
九

七
四
年
二
月
鋭
)
。

②
山
谷
題
政
各
八
政
郭
照
査
山
水
。

③
他
に
問
題
の
資
料
と
し
て
古
典
庭
竪
の
父
貰
庶
(
一

O
一
八
|
一

O
五
八
)

が
詠
ん
だ
「
求
郭
侍
禁
(
配
一
)
水
援
樹
石
」
(
伐
檀
集
谷
上
)
と
題
す
る

七
組
一
首
が
あ
る
。
「
伐
僅
集
」
に
は
皇
耐
五
年
(
一

O
五
三
)
の
自
序

が
あ
り
、
山
笛
然
そ
れ
以
前
の
作
で
あ
る
。
翁
同
文
は
「
董
人
生
卒
年
放
下

篇
」
(
故
宮
季
刊
、
四
谷
三
期
〉
の
中
で
、

ζ

の
詩
を
「
郭
侍
禁
照
」
と

引
用
し
、
郭
熊
が
と
の
時
師
叫
に
査
院
に
い
た
ζ

と
を
知
る
資
料
と
し
て
扱

っ
て
い
る
が
、
筆
者
の
あ
た
っ
た
宋
百
家
詩
存
本
、
資
文
節
公
金
集
附

本
、
宋
人
集
本
の
い
ず
れ
に
も
「
回
一
」
字
は
な
く
、
「
郭
侍
禁
」
が
郭
回
一

に
該
笛
す
る
か
な
お
検
討
の
品
跡
地
が
あ
る
の
で
、
今
は
ζ

の
詩
の
採
用
を

差
し
控
え
て
お
く
。

④
園
蜜
見
聞
誌
谷
一
論
三
家
山
水
。

⑤

何
恵
鐙
「
李
成
略
停
」
(
故
宮
季
刊
五
省
三
期
)
参
照
。
李
成
の
停

記
は
多
く
ζ

れ
に
嬢
っ
た
。

⑤

王
闘
之

海
水
燕
談
銀
各
七
、
王
明
清
揮
墓
前
録
各
三
、
郭
若
虚

園
壷
見
関
誌
容
三
。

⑦
董
温
度
川
鐙
政
容
四
書
李
笹
丘
山
水
図。

③
鈴
木
敬
「
輩
撃
を
中
心
と
し
た
徽
宗
登
院
の
改
一革
と
院
鐙
山
水
蜜
様
式

の
成
立
」
(
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
三
十
八
冊
)
参
照
。
北
宋
査
院
に

つ
い
て
は
乙
の
論
考
に
負
う
所
が
大
き
い
。

@
宋
曾
要
輯
稿
職
官
三
六
、
改
稿
の
時
期
K
つ
い
て
は
、
向
上
「
(
一
冗
堕
五

年
〉
六
月
十
四
日
、
詔
翰
林
蹴
酉
官
院
、
改
鋳
翰
林
密
官
局
」
と
あ
り
、
他

の
三
院
も
同
時
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑬
宋
曾
要
輯
稿
職
官
三
六
。

⑪
聖
朝
名
蜜
許
容
一
燕
文
貴
係
。

⑫
周
必
大
省
略
澗
文
調提唱
也
一
八
唐
王
維
山
水
真
蹟
。

⑬
園
歯
車
見
聞
誌
各
四
郭
照
雀
白
係
。

⑬
間
壷
見
聞
誌
容
三

李

元

捕関係。

⑮
闘
重
見
聞
誌
各
四
雀
白
係
。

⑮
石
林
燕
語
谷
こ
に
は
、

「
官
制
行
、
内
雨
省
諸
廊
壁
、
自
僕
射
而
下
、

皆
郭
阻
…
登
樹
石
、
外
向
書
諸
艇
照
壁
、
自
令
僕
而
下
、
皆
待
詔
書
周
官
」

と
あ
る
。

⑪

蘇

東

披
集
袋
二
ハ
。
ま
た
奈
寛
夫
詩
話
(
宋
詩
話
斡
侠
谷
下
所
牧
〉
に

は
乙
の
詩
と
閥
連
し
、
「
今
玉
堂
中
昇
、
乃
郭
照
所
作
春
江
晩
景
、
禁
中

官
局
多
照
筆
迩
、
而
此
界
濁
深
妙
、
意
若
欲
追
配
前
人
者
、
蘇
像
州
嘗
賦

詩
、
『
玉
堂
蜜
施
春
日
問
、
中
有
郭
照
査
春
山
』
、
今
途
篤
玉
堂

一
佳
物

也
」
と
あ
る
。
乙
れ
に
よ
っ
て
蘇
紙
の
「
春
山
」
が
春
江
隣
景
で
あ
っ
た

ζ

と
、
ま
た
そ
れ
が
扉
風
で
あ
っ
た
乙
と
が
わ
か
る
。

⑬
築
城
集
倉
一
五
。

⑬
山
谷
題
政
省
八
時
帆
郭
照
登
山
水
。

②
墨
荘
漫
録
出
世
四
、
直
鶏
蛍
日
銀
解
題
倉
一
四

@
蜜
縫
容
九
論
遼
。

②
聴
席
章
資
先
生
文
集
谷
二
。

③
輸
血
章
寅
先
生
文
集
谷
九
。

@

遺

山
先
生
文
集
容
四

O
。

@
遺
山
先
生
文
集
容
二
ニ
。

- 85ー

林
泉
高
致
集
係
。
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⑧

一や
生
壮
観
谷
七
、
大
観
鎌
倉
二
二
、
石
渠
賀
笈
初
編
倉
一
七
に
著
録
。
な

お
呉
其
貞
の
書
世
記
谷
六
の
春
雲
聞
は
早
春
闘
と
同
じ
款
記
を
有
す
る
。

②
山
水
純
金
集
論
概
査
別
識
。

③
「
五
代
北
宋
初
期
山
水
査
の
一
考
察
|
剤
浩

・
閥
〈
ヱ
・
郭
忠
恕

・
燕

文
責
|
」
(
東
方
撃
報
、
京
都
四
九
冊
)
。

③
原
本
は
臨
時
わ
ら
ず
。
至
正
二
年
(
一
三
四
二
)
の
唐
様
模
木
、
高
暦
四

十
五
年
(
一
六
一
七
)
の
石
刻
拓
本
に
よ
っ
て
窺
う
。

③
中
林
茂
夫
「
郭
照
の
林
泉
高
致
」
(
『
中
園
資
論
の
展
開
』
所
牧
)
四
六

O
頁。

⑧
主
な
李
郭
仮
の
世
直
家
に
越
孟
額
、
劉
貫
道
、
朱
徳
潤
、
麿
段
、
首
田
知
白
、

挑
彦
卿
等
が
い
る
。

②
宣
和
讃
説
同
省
一
二
李
公
年
係
。

③
蘇
東
披
集
省
一
七
。

⑧
重
縫
容
九
論
遠
。

③
林
泉
高
致
輩
格
姶
遺
、
文
瀦
公
文
集
谷
七
題
郭
阻
…
讃
樵
夫
波
水
扇
。

⑧
橡
章
爽
先
生
文
集
径
一
二
。

③
拍
周
章
資
先
生
文
集
出
世
九
題
郭
凶
一
山
水
扇
。

③
輩
出
鵬
容
九
論
遠
「
李
営
郎
、
多
才
足
翠
之
士
也
、
少
有
大
志
、
屡

血
争
不
第
、
覚
無
所
成
、
故
放
意
於
輩
。
」

③
筆
法
記
「
松
之
生
也
、
柾
而
不
曲
、
遇
如
密
如
疎
、
医
育
匠
翠
、
従
徴

自
直
、
萌
心
不
低
、
勢
低
濁
官
向
、
校
低
復
館
、
倒
掛
米
墜
於
地
下
、
分
麿

似
盤
於
林
問
、
如
君
子
之
徳
風
也
。」

⑬
園
査
見
聞
誌
省
四
李
吉
係
。

@
林
泉
吉
岡
致

山
水
訓。

@
宣
和
輩
諸
島
骨

一二

李
公
年
係
。

圃
版

③

故
宮
名
査
三
一
百
種
(
肇
中
一
九
五
九
)

図

七
六

⑥
東
洋
美
術
第
一
谷
(
朝
日
新
聞
社
一
九
六
七
)
図
一
四

①

中
園
美
術
第
一
容
(
講
談
社
一
九
七
三
〉

圏

三

③
中
園
美
術
目

(
講
談
一位
一
九
六
五
)
闘
四

@

向

上

倒

五

①

中
園
美
術
第
一
容
闘
五

③

の
与
ニ

f
T
B
2・
2
H
S
h柏崎
、
と
ミ
ミ
h
(C
C
E
S
P
-由
由
。

γ
司
・合・

⑤
故
宮
名
道
三
百

種

闘

八
一

①

向

上
園
五
七

告

文
物
精
華
第
三
集
(
北
京
一
九
六
四
)

一一ニ
頁

@

中

園

美
術
第
一
谷
間
四

①

文
物
精
華
第
三
集
一
四
頁

⑪

向

上

一

二

頁

⑮
中
園
美
術
第
一
谷
闘
一

⑥

故
宮
名
護
三
百

種

闘

四

O

⑨
文
人
登
粋
編
第
一
省
王
維
(
中
央
公
論
祉

(
石
刻
本
)
園

一
一
(
唐
様
本
)

⑨
東
洋
美
術
第
一
容
岡
一
七

⑦
故
宮
名
遊
三
百
種

岡

六

四

③
中
園
美
術
第
一
容
園
二

①
故
宮
名
筆
三
百
種

間

一一一一一一一

⑮

中
園
古
代
倫
相
壷
選
集
(北
京

一
九
六
三
〉

②
東
洋
美
術
第

一
容

園

二ニ

一
九
七
五
)

園

五
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Kuo Hsi 郭煕and his“ Early Spring ”早春圖

Hiｒｏｓhi Sofｕkaｗａ

　　

Kuo Hsi (active about 1054-1087), who is well known as ａ landscape

painter of the Li Ch'eng李成school and the author of the essay on

landscape painting, “Lin-ch'uan ｋａｏ･chih” 林泉高致, was ａ representa-

tive painter from the painting academy of the Shen･tsung 榊宗Emperor

of the Northern Sung 北宋. Shen-tsung (1068-1085) particularly liked

his work and had all the screens and walls in the palace hall decorated

with his calligraphy from the Ｃｈｏｕ-li周澄and his paintings.　Shen-

tsung was, ０ｆcourse, the same progressive emperor who put into effect

the Hsin-fa 新法of Wang Ａｎ･shih王安石. So it has naturally been

thought that the work of Kuo Hsi as ａ court painter reflected the policies

of Shen-tsung and had the same political function as his Ｃ/z四辺calli-

graphy in the court｡

　　

“Early Spring ”is the only ｅχtant original ｗ･ork of Kuo Hsi. This

work coincides well with the theory of“ Lin-ch'iian kao-chih ", and has

that all-embracing sense typical of landscape painting in the Five Dynsties

五代and Northern Sung, as well as later. For example, we can see the

three distances三遠, three divisions三分割and breath-force気勢com-

position、We can also see the character of painting for literati 士大夫in

its dry-tree寒林ａｎｄ日at distance平遠composition which he inherited

from Li Ch'eng. However, it is much ｎ!ore remarkable that this work

has an official academic character to it. The appearance of the main

moutain主山is like that of an emperor majestically enthroned among

mountains ； the tall pine 長松is like ａ gentleman君子superior to the trees

around him. A strict order rules over the whole picture. In this official

academic style官書we can see the policy of　Shen-tsung's academy of

painting･

３－


